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表紙の写真は、すべての人の人権が尊重され
る阿南市をめざして開催している「第21回阿
南市人権フェスティバル」のようす。人権イメー
ジキャラクター「人ＫＥＮまもる君・あゆみちゃ
ん」も駆けつけました。（12月10日・文化会館）

今月号の主な内容　　　� ページ

平成30年（2018年）2月1日

２月号	 [No.715]

身元調査お断りワッペン
新デザインが決定！

角南 茉耶さん

（富岡東高校２年）がデザイン

本人通知制度に登録しましょう 本誌折込チラシを
ご覧ください。



　

１
月
７
日
、市
民
会
館
で
平
成
30
年
阿
南
市
成
人
式
が
行
わ
れ
、

該
当
者
７
４
８
人
の
う
ち
５
８
１
人
（
男
２
８
１
人
、
女
３
０
０

人
）
が
出
席
し
、
成
人
の
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。
式
典
で
岩

浅
市
長
は
、「
社
会
の
一
員
と
し
て
、
自
分
が
決
め
た
道
で
役
割

を
果
た
し
て
ほ
し
い
。
市
民
全
員
が
新
成
人
の
前
途
を
期
待
し
て

い
ま
す
」
と
激
励
。
新
成
人
を
代
表
し
て
山
田
祐
輝
さ
ん
（
宝
田

町
）
が
、「
ふ
る
さ
と
阿
南
を
誇
り
に
思
い
魅
力
あ
る
ま
ち
に
し

て
い
く
こ
と
が
私
た
ち
の
使
命
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
や
目
標
に

向
か
っ
て
日
々
ま
い
進
し
て
い
き
た
い
」
と
誓
い
の
言
葉
を
述
べ

ま
し
た
。信頼される

人になる

髙島　かな恵さん
（那賀川町）

武田　光平さん
（椿町）

大久保　靜さん
（上中町）

徳島のために
働きたいみんなを笑顔にできる

人になる

夢に向かって
はばたけ　新成人！

二
十
歳
の
想
い
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高井　健太さん
（福村町）

戸根　麻由さん
（那賀川町）

永島　穂高さん
（見能林町）

西野　碧さん
（那賀川町）

寺西　由騎さん
（宝田町）

楽しく過ごして
いきたい今よりもレベルアップ

した社会人になる

物事を多角的にとらえ
考えることができる

人になる

立派な社会人になる
社会に貢献できる

人になりたい



徳
島
県
知
事
表
彰

▼
堺　

利
彦
・
篠
原
健
二
郎
（
以

上
富
岡
分
団
）
▼
棚
野
哲
二
・
清

本
康
弘
（
以
上
中
野
島
分
団
）
▼

福
田
正
志
（
宝
田
分
団
）
▼
山
川　

力
（
長
生
分
団
）
▼
長
池
茂
人

（
大
野
分
団
）
▼

山
誉
司
（
加

茂
谷
分
団
）
▼
槇
野
哲
也
（
見
能

林
分
団
）
▼
甘
利　

勉
（
橘
分

団
）
▼
湯
浅
敏
邦
・
悦
見
雅
一

（
以
上
桑
野
分
団
）
▼
岡
川
雄
洋
・

折
野
敏
彦
（
以
上
新
野
分
団
）
▼

井
坂
浩
一
（
福
井
分
団
）
▼
坂
本

惠
宏
（
椿
分
団
）
▼
中
島
広
紀

（
那
賀
川
分
団
）
▼
平　

圭
介
・

遠
藤
秀
和
（
以
上
羽
ノ
浦
分
団
）

▼
表
原
清
正
（
消
防
本
部
）

徳
島
県
消
防
協
会
長
表
彰

（
功
績
章
）

▼
表
原　

浩
（
富
岡
分
団
）
▼
東

條
定
之
（
中
野
島
分
団
）
▼
福
田　

正
志
（
宝
田
分
団
）
▼
山
川　

力

（
長
生
分
団
）
▼
阿
部
仁
和
・
平

野
正
晃
（
以
上
大
野
分
団
）
▼
吉

岡
喜
史
・
中
田
泰
之
（
以
上
加
茂

谷
分
団
）
▼
青
木
俊
文
（
見
能
林

分
団
）
▼
甘
利　

勉
（
橘
分
団
）

▼
小
山
一
樹
・
井
上
利
宜
（
以
上

桑
野
分
団
）
▼
中
村
正
彰
（
新
野

分
団
）
▼
原　

嘉
彦
（
福
井
分
団
）

▼
斎
藤
健
司
（
椿
分
団
）
▼
渡
川

圭
介
（
那
賀
川
分
団
）
▼
安
達
寿

和
（
羽
ノ
浦
分
団
）

（
精
績
章
）

▼
曾
我
井
建
作
・
橋
本
考
史
（
以

上
富
岡
分
団
）
▼
西
川
武
彦
・
杉

山
武
利
（
以
上
中
野
島
分
団
）
▼

汐
﨑
満
文
・
厚
田
遠
一
郎
（
以
上

宝
田
分
団
）
▼
小
倉 

誠
・
近
藤

直
樹
（
以
上
長
生
分
団
）
▼
森 

和
也
・
大
西
栄
城
（
以
上
大
野
分

団
）
▼
佐
々
和
美
・
竹
内
仁
志
・

岡
田
朋
典
（
以
上
加
茂
谷
分
団
）

▼
杉
本 

仁
・
吉
積
正
彦
（
以
上

見
能
林
分
団
）
▼
中
西 

睦
・
林 

忠
志
・
矢
野
寛
幸
（
以
上
橘
分

団
）
▼
橋
本
隆
広
・
岩
田
茂
宏

（
以
上
桑
野
分
団
）
▼
馬
見
和
秀
・

西
田
知
弘
・
小
田
正
志
（
以
上
新

野
分
団
）
▼
原
田
武
彦
・
亀
尾
重

喜
（
以
上
福
井
分
団
）
▼
中
田
和

也
・
西
内
稔
晃
（
以
上
椿
分
団
）

▼
武
田
圭
司
・
佐
川
啓
二
・
村
上

和
也
（
以
上
那
賀
川
分
団
）
▼
柴

田
篤
志
・
岩
佐
洋
志
（
以
上
羽
ノ

浦
分
団
）

阿
南
市
消
防
長
表
彰

▼
清
原
大
輔
・
槌
谷
篤
司
・
篠
原

弘
樹
・
池
田
瑞
穂
（
以
上
富
岡
分

団
）
▼
数
藤
允
昭
・
湯
浅
貴
哉
・

谷
山
法
彦
・
宮
崎
恭
輔
・
勝
瀬
琢

美
・
石
川
祥
教
・
久
積
宣
仁
・
芝

山
大
輔
（
以
上
長
生
分
団
）
▼
岡  

浩
介
・
中
道
和
弥
（
以
上
大
野
分

団
）
▼
森  

政
行
・
松
崎  

崇
・

奥
田
和
也
・
谷  

真
澄
・
小
久
見

雄
一
・

山
武
紀
・
安
富
幸
多
・

谷　

建
太
朗
・
亀
島
正
章
（
以
上

加
茂
谷
分
団
）
▼
杉
本  

仁
・
佐

野  

勇
・
大
下
富
貴
雄
・
芳
田
永

至
・
藤
枝
諭
史
・
山
川  

知
・
日

下
和
也
・
森  

丈
司
（
以
上
見
能

林
分
団
）
▼
中
西  

睦
・
林  

忠

志
（
以
上
橘
分
団
）
▼
森  

貴
嗣

（
桑
野
分
団
）
▼
廣
野
照
大
・
宮

野
稔
大
・
赤
松
達
矢
・
乾  

慎
司

（
以
上
新
野
分
団
）
▼
原
田
芳
文
・

満
石
卓
也
・
宮
田
雄
介
（
以
上
福

井
分
団
）
▼
山
下  

大
・
宮
崎
祥

太
・
池
内  

崇
・
武
田
紘
明
・
竹

　
阿
南
市
消
防
団
は
、
地
域
に
お
け

る
消
防
防
災
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
地

域
に
密
着
し
、
市
民
の
生
命
と
財
産

を
守
る
と
い
う
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。
日
頃
の
訓
練
で
培
わ
れ

た
操
法
技
術
は
県
下
一
と
も
い
わ
れ
、

私
た
ち
市
民
に
と
っ
て
心
強
い
存
在

で
す
（
１
月
１
日
現
在
の
消
防
団
員

数　
１
４
６
０
人
）。

　
１
月
７
日
、
夢
ホ
ー
ル
で
阿
南
市

消
防
出
初
式
が
行
わ
れ
、
約
５
０
０

人
の
消
防
団
員
・
消
防
職
員
が
、
市

民
の
安
全
と
安
心
を
守
る
決
意
を
新

た
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
長
年
に
わ

た
り
消
防
団
活
動
に
功
績
を
残
さ
れ

た
方
々
に
、
表
彰
状
と
感
謝
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ま

を
ご
紹
介
し
ま
す
。�

　
（
敬
称
略
）

市
民
の
安
全
・
安
心
を
守
る

決
意
を
新
た
に

広報あ な ん 2018.02　4



内
政
文
・
谷
脇
康
史
・
小
川  

宏
・
今
瀬
秀
和
・
木
本
紀
生
（
以

上
椿
分
団
）
▼
武
智  

誠
・
湯
浅

美
知
宏
・
湯
浅
祐
司
（
以
上
那
賀

川
分
団
）
▼
児
島
雅
樹
・
竹
治  

敬
・
武
田  

啓
・
石
川
貴
充
（
以

上
羽
ノ
浦
分
団
）

阿
南
市
消
防
団
長
表
彰

▼
木
村
光
代
（
女
性
消
防
班
）
▼

林 

学
・
髙
原
裕
司
・
高
原
勇
人
・

岡
俊
博
・
谷
口 

努
・
松
浦 

弘

（
以
上
富
岡
分
団
）
▼
市
原
友
毅
・

前
川
和
彦
（
以
上
中
野
島
分
団
）

▼
尾
田
康
明
・
日
浦 

健
・
岸
本 

英
（
以
上
宝
田
分
団
）
▼
茂
村
尚

弘
・
橋
本
勝
也
・
村
崎
健
志
（
以

上
長
生
分
団
）
▼
服
部 

稔
・
古

森
健
太
・
中
道
将
輝
・
内
原 

純
・

岡
田
裕
行
（
以
上
大
野
分
団
）
▼

湯
浅
拓
己
・
松
崎
敏
宏
・
和
田
重

尚
・
湯
浅
哲
郎
（
以
上
加
茂
谷
分

団
）
▼
武
市
明
人
・
高
原
康
一

（
以
上
見
能
林
分
団
）
▼
松
下
幸

二
・
岩
田
光
治
・
池
添 

智
（
以

上
橘
分
団
）
▼
野
々
宮
宏
樹
・
西

川
達
也
・
鶴
羽
貴
志
（
以
上
新
野

分
団
）
▼
井
村
正
巳
・
小
川
達

也
・
井
村
純
也
・
今
本
政
幸
・
土

佐
野
冬
馬
・
神
野
将
央
・
斎
藤
健

太
（
以
上
椿
分
団
）
▼
杉
原
由

宣
・
望
月
宣
義
・
山
下
健
人
・
坪

井
直
也
・
大
喜
正
彦
・
松
本　

潤
・
河
野
則
義
（
以
上
那
賀
川
分

団
）
▼
向
井
公
紀
・
丈
池
雄
輔

（
以
上
羽
ノ
浦
分
団
）

徳
島
県
消
防
協
会
長
感
謝
状

（
内
助
功
績
）

▼
佐
野
恵
子
・
松
橋
リ
ツ
子
・
山

本
美
穂
（
以
上
富
岡
分
団
）
▼
里

廣
理
恵
（
中
野
島
分
団
）
▼
新
居

登
美
子
（
宝
田
分
団
）
▼
清　

惠

美
・
山
川
越
代
（
以
上
長
生
分

団
）
▼
上
原
亜
紀
（
大
野
分
団
）

▼
谷　

玲
子
・
　

会
梅
・
谷
﨑

洋
子
・
中
田
和
泉
（
以
上
加
茂
谷

分
団
）
▼
杉
本
美
智
子
・
来
宝
久

美
（
以
上
見
能
林
分
団
）
▼
北
條 

泉
・
小
山
美
香
（
以
上
桑
野
分

団
）
▼
久
米
道
子
・
四
宮
ひ
と

み
・
谷
口
和
子
・
松
田
み
ど
り
・

久
米
容
子
・
古
屋
里
香
・
大
西
康

平
（
以
上
新
野
分
団
）
▼
斎
藤
正

美
（
椿
分
団
）
▼
渡
川
真
由
美
・

葉
久
美
千
子
（
以
上
那
賀
川
分

団
）
▼
牛
城
真
由
美
・
定
本
明

美
・
井
上
享
子
・
竹
治
真
由
（
以

上
羽
ノ
浦
分
団
）

阿
南
市
長
感
謝
状

（
内
助
功
績
）

▼
山
内
有
子
・
表
原
夫
美
（
以
上

富
岡
分
団
）
▼
岩
淺
聖
美
・
西
條

敬
子
・
森
口
照
美
（
以
上
宝
田
分

団
）
▼
浅
野
美
輝
・
若
江
淳
子

（
以
上
長
生
分
団
）
▼
阿
部
香
織
・

龍
田
笑
子
（
以
上
大
野
分
団
）
▼

消防団員募集中！
消防団には地域の皆さんの力が必要です。
防災体制の充実・強化にご協力ください。
入団条件
・阿南市内に居住、または勤務している方
・郷土愛に溢れボランティア精神の旺盛な方
・入団時の年齢が18歳以上45歳未満の方で
消防団活動に支障のない方

問い合わせは　警防課（☎22－3796）へ

久
保
陽
子
・
久
保
佳
子
・
谷 

郁

美
・
長
池
美
香
・
恵
来
由
記
重

（
以
上
加
茂
谷
分
団
）
▼
浅
田
恵

美
子
・
原 

美
加
（
以
上
見
能
林

分
団
）
▼
岩
田
キ
ヨ
コ
（
桑
野
分

団
）
▼
深
井
智
代
（
新
野
分
団
）

▼
久
保
脇
裕
子
・
竹
原
佳
子
（
以

上
椿
分
団
）
▼
平 

美
保
・
中
野

陽
子
（
以
上
羽
ノ
浦
分
団
）

（
早
期
発
見
・
初
期
消
火
協
力
者
）

▼
㈲
鳳
凰
機
械
工
業
従
業
員
一
同

（
新
野
町
）

阿
南
警
察
署
長
感
謝
状

（
防
犯
功
労
）

▼
新
野
分
団
▼
福
井
分
団

阿
南
市
消
防
団
長
感
謝
状

（
年
間
無
火
災
）

▼
宝
田
分
団
▼
椿
分
団

平成30年阿南市消防出初式
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臨
時
的
任
用
職
員

（
ご
み
収
集
作
業
）を
募
集

　

平
成
30
年
度
に
環
境
管
理
事
務

所
に
お
い
て
、
臨
時
的
に
勤
務
す

る
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　
平
成
12
年
４
月
２
日

以
前
に
生
ま
れ
た
方

採
用
予
定
人
員　
12
人
程
度

賃
金　
日
額
９
５
０
０
円

勤
務
時
間　
原
則
と
し
て
月
曜
日

～
金
曜
日
の
午
前
７
時
30
分
～
午

後
４
時
15
分

申
込
方
法　
履
歴
書
（
市
販
の
も

の
に
自
筆
、
写
真
貼
付
）
を
人
事

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
試
験

案
内
は
、
申
込
期
間
中
に
人
事
課

で
配
布
し
ま
す
。

申
込
期
間　
２
月
６
日
㈫
～
27
日

㈫
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分
（
土
、
日
、
祝
日
は
除
く
）

試
験
内
容　
面
接
試
験
お
よ
び
体

力
テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
す
。

試
験
日　
３
月
２
日
㈮

問
い
合
わ
せ
は　
人
事
課
（
☎
22

－

１
１
１
２
）
へ

資
源
ご
み・粗
大
ご
み
の

持
ち
去
り
防
止
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

　

近
年
、
資
源
ご
み
等
の
持
ち
去

り
が
頻
繁
に
発
生
し
て
い
ま
す
。

持
ち
去
り
防
止
の
た
め
、
資
源
ご

み
等
の
収
集
日
に
は
、
で
き
る
限

り
収
集
開
始
の
午
前
８
時
直
前

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
収
集
場
所
へ
出

し
て
く
だ
さ
い
。

資
源
ご
み
の
集
団
回
収
を
ご
利

用
く
だ
さ
い

　

資
源
ご
み
の
持
ち
去
り
を
防
止

す
る
環
境
を
整
え
る
た
め
、
お
近

く
の
町
内
会
や
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

な
ど
の
市
に
登
録
さ
れ
て
い
る
団

体
が
行
っ
て
い
る
資
源
ご
み
の
回

収
運
動
を
積
極
的
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　

環
境
管
理
課

（
☎
22

－

３
７
９
４
）
へ

阿南市長

岩浅嘉仁

お
元
気
で
す
か

市
長
通
信

お
く
り
も
の

阿
南
市
へ

●
Ｌ
Ｅ
Ｄ
付
き
船
形
木
工
芸
品

徳
島
市　

神
田　

澄
様
か
ら

阿
南
市
地
区
赤
十
字
奉
仕
団
加

茂
谷
支
部
へ

●
赤
十
字
災
害
用
移
動
炊
飯
器

一
式（
加
茂
谷
公
民
館
に
設
置
）

宮
﨑
商
事
株
式
会
社
様
か
ら
日

本
赤
十
字
社
徳
島
県
支
部
を
通

じ
て
、
災
害
時
の
炊
き
出
し
お

よ
び
地
域
の
防
災
訓
練
等
に
使

用
の
た
め

　

以
上
、
ご
寄
贈
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

～ 

あ
ま
り
に
も
悲
し
い
写
真 

～

　
「
少
年
は
気
を
付
け
の
姿
勢
で
、
じ
っ
と
前
を
見

つ
づ
け
た
」。
こ
の
写
真
は
、
１
９
４
５
年
に
ア
メ

リ
カ
軍
の
元
従
軍
カ
メ
ラ
マ
ン
、
故
ジ
ョ
ー
・
オ
ダ

ネ
ル
氏
（
復
員
後
は
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
付
き
カ
メ

ラ
マ
ン
と
し
て
ト
ル
ー
マ
ン
か
ら
ニ
ク
ソ
ン
ま
で
の

５
代
の
大
統
領
に
仕

え
ま
し
た
）
が
、
原

爆
投
下
後
の
長
崎
で

撮
っ
た
も
の
で
す
。

彼
の
著
作
か
ら
当
時

の
よ
う
す
を
抜
粋
し

ま
す
。「
こ
の
少
年

が
死
ん
で
し
ま
っ
た

弟
を
つ
れ
て
焼
き
場

に
や
っ
て
き
た
と
き
、
私
は
初
め
て
軍
隊
の
影
響
が

こ
ん
な
幼
い
子
供
に
ま
で
及
ん
で
い
る
こ
と
を
知
っ

た
。
ア
メ
リ
カ
の
少
年
は
と
て
も
こ
ん
な
こ
と
は
で

き
な
い
だ
ろ
う
。
直
立
不
動
の
姿
勢
で
、
何
の
感
情

も
見
せ
ず
、
涙
も
流
さ
な
か
っ
た
。
そ
ば
に
行
っ
て

な
ぐ
さ
め
て
や
り
た
い
と
思
っ
た
が
、
そ
れ
も
で
き

な
か
っ
た
。
も
し
私
が
そ
う
す
れ
ば
、
彼
の
苦
痛
と

悲
し
み
を
必
死
で
こ
ら
え
て
い
る
力
を
く
ず
し
て
し

ま
う
だ
ろ
う
。
私
は
な
す
術
も
な
く
、
立
ち
つ
く
し

て
い
た
」
…
…
。

　

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ロ
ー
マ
法
王
は
、
昨
年
末
、
世

界
の
教
会
関
係
者
に
向
け
、
こ
の
写
真
の
カ
ー
ド
を

配
布
し
ま
し
た
。
カ
ー
ド
に
は
「
焼
き
場
に
立
つ
少

年
」
と
題
し
、
法
王
の
自
署
と
「
亡
く
な
っ
た
弟
を

背
負
い
、
火
葬
の
順
番
を
待
つ
少
年
。
少
年
の
悲
し

み
は
、
か
み
し
め
て
血
の
に
じ
ん
だ
唇
に
表
れ
て
い

る
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
し
た
た
め
て
、「
核
兵
器
は

人
類
の
平
和
と
共
存
し
な
い
。
こ
の
写
真
は
、
１
０

０
０
の
言
葉
よ
り
も
人
の
心
を
動
か
し
て
い
る
」
と

語
っ
て
い
ま
す
。

　

先
般
、
核
兵
器
廃
絶
国
際
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
（
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
）
が
ノ
ー
ベ
ル

平
和
賞
を
受
賞
し
、
核
廃
絶
へ
の
世

界
的
う
ね
り
の
胎
動
を
感
じ
ま
し
た
。

約
２
年
前
か
ら
始
ま
っ
た
「
ヒ
バ
ク

シ
ャ
国
際
署
名
」
に
、
わ
が
国
の
首

長
の
署
名
は
都
道
府
県
・
区
市
町
村

の
計
１
７
８
８
自
治
体
の
54
・
64
％

に
あ
た
る
９
７
７
自
治
体
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。
阿

南
市
長
の
私
も
、
昨
年
６
月
に
署
名
し
、
国
連
に
提

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

申
す
ま
で
も
な
く
、
現
実
的
に
は
日
本
は
ア
メ
リ

カ
の
核
の
傘
に
守
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
世
界
の
人
々

は
唯
一
の
被
爆
国
日
本
が
核
廃
絶
の
主
張
を
望
む
の

は
当
然
の
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。

　

原
爆
の
製
造
に
か
か
わ
っ
た
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
マ
ー

博
士
は
、
核
兵
器
に
対
抗
す
る
手
段
は
あ
る
の
か
と

の
質
問
に
、
こ
う
答
え
ま
し
た
。「
も
ち
ろ
ん
あ
り

ま
す
と
も
。
平
和
で
す
」
と
。

焼き場に立つ少年
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保
険
年
金
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

高
額
療
養
費
の
支
給
申
請

　

世
帯
の
１
カ
月
間
の
医
療
費
の

自
己
負
担
額
（
一
部
負
担
金
）
が
、

そ
の
世
帯
の
自
己
負
担
限
度
額
を

超
え
た
場
合
、
申
請
す
る
と
超
え

た
分
が
高
額
療
養
費
と
し
て
支
給

さ
れ
ま
す
。
阿
南
市
国
民
健
康
保

険
加
入
者
が
高
額
療
養
費
に
該
当

し
た
場
合
は
、
診
療
月
の
約
２
カ

月
後
に
「
手
続
き
に
つ
い
て
の
お

知
ら
せ
」
を
世
帯
主
の
方
に
通
知

し
て
い
ま
す
。通
知
が
届
い
た
ら
、

お
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
高
額
療
養
費
の
支
給
申
請

期
間
は
２
年
間
で
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

※
高
額
療
養
費
の
申
請
に
は
領
収

書
（
原
本
）
が
必
要
で
す
の
で
、

税
金
の
確
定
申
告（
医
療
費
控
除
）

を
行
う
場
合
は
、先
に
高
額
療
養
費

の
支
給
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の　

・
保
険
証
ま
た
は
印
鑑

・
世
帯
主
の
預
金
通
帳

・
手
続
き
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

・
領
収
書
ま
た
は
支
払
額
証
明
書

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
分
か
る
も
の

お
よ
び
本
人
確
認
書
類

20
歳
に
な
っ
た
ら
「
国
民
年
金
」

　

国
民
年
金
は
、
老
後
の
生
活
保

障
だ
け
で
な
く
、
万
が
一
、
病
気

や
け
が
で
障
が
い
が
残
っ
た
と
き

や
、
一
家
の
働
き
手
が
亡
く
な
っ

た
と
き
な
ど
、
あ
な
た
や
あ
な
た

の
家
族
を
守
っ
て
く
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
加
入
の
届
出
や
保
険

料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
年
金
が

受
け
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
。「
あ
の
時
に
…
」
と
後
悔
す

る
前
に
、
国
民
年
金
の
手
続
き
を

お
忘
れ
な
く
。

問
い
合
わ
せ
は　

保
険
年
金
課

（
☎
22

－

１
１
１
８
）
へ

産業の発展・振興や地域全体の活性化をめざして「活竹祭」を
開催します。当日は特産品の販売やステージイベントなどでお
楽しみください。また、「こどもフェスティバル」を同日開催し、
さまざまな体験コーナーをご用意しています。
日時　２月25日㈰　9:00～15:00
内容　特産品まつり、各種体験コーナー、ステージイベントほか
場所　市役所
※くわしくは、市ホームページをご覧ください。
問い合わせは　
阿南市活竹祭実行委員会事務局
（商工観光労政課内☎22−3290）または
阿南市こどもフェスティバル実行委員会事務局
（生涯学習課内☎22−3391）へ

第26回阿南市活竹祭
第15回阿南市こどもフェスティバル

本年５月に市制施行60周年を迎えるにあたり、記念映像を制
作しています。「将来、こんな阿南市であってほしい」という
夢や願いをフリップボードに書いて、明るいメッセージを発信
していただける方を募集します。ご家族、友人、知人で出演し
てみませんか。出演を希望される方は、２月16日㈮までに企
画政策課までご連絡ください。
対　象　市内在住、在勤、在学の方
収録日　２月25日㈰　※時間等は申込後にお知らせします。
場　所　市役所前（活竹祭会場）
申込み・問い合わせは　企画政策課（☎22−3429）へ

市制施行60周年記念
ビデオ出演者募集（限定60人）

「第５回阿南市生物多様性フォーラム　
未来へつなげよう！あなんのごっつい自然
～阿南市生物多様性ホットスポット　未来への展望～」の開催

本市では豊かな自然を守り、活用するために「未来に残すべき阿南市生物多様性ホットスポット」を６カ
所選定しました。選定３周年にあたり、各ホットスポットのさまざまな活動を紹介し、成果や課題を共有
し、さらに活性化するための方策を議論します。多数のご参加をお待ちしています。
日時　２月10日㈯　13:00～16:00
場所　ひまわり会館２階　ふれあいホール
内容　【第１部】未来を担う生徒たちの研究発表

【特別講演】演題「生き物大好き　トカゲのおかげ」　
　　　　　講師　東邦大学理学部生物学科　教授　長谷川雅美さん

　　　【第２部】阿南市ホットスポット活動紹介　
オヤニラミの復活・那賀川河口干潟・伊島ササユリ・出島野鳥園

　　　【第３部】パネルディスカッション「阿南市ホットスポット　未来への展望」
主催　阿南市、阿南工業高等専門学校、あなん未来会議
※入場無料
問い合わせは　環境保全課（☎22−3413）へ

講師　長谷川雅美さん
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地球温暖化は、私たちの日常生活や事業活
動など社会的活動によって排出される二酸
化炭素などの温室効果ガスが原因とされて
います。このまま温室効果ガスが増え続け
ると、海面水位の上昇や異常気象などを引
き起こし、私たちの生活や生態系に影響が
及ぶ可能性があります。次世代へ良好な阿
南市の環境を引き継ぐために地球温暖化に
ついて考えてみませんか。多数のご参加お
待ちしています。

日時　２月28日㈬　14:00～16:00
場所　市役所６階　602～604会議室
内容　阿南市環境保全率先行動計画（区域施策編）について

基調講演　「地球温暖化の防止と脱炭素社会の実現に向けて」
講師　徳島大学大学院　社会産業理工学研究部　
　　　教授　近藤光男さん

主催　阿南市
※入場無料

問い合わせは　環境保全課（☎22−3413）へ

徳島県と県内全市町村は個人
住民税の特別徴収の徹底のた
め、「徳島県統一基準」に該
当する場合を除き、平成31
年度から原則すべての事業主
の皆さまに従業員の個人住民
税を特別徴収していただきま
すので、ご理解とご協力をお
願いします。
従業員の個人住民税を普通徴
収とされる場合は、「個人住
民税普通徴収該当理由書」の
提出が必要となります。
※くわしくは、市ホームペー

ジをご覧ください。
http://www.city.anan.
tokushima.jp/
くらし・教育→税→市民税係

問い合わせは　
税務課市民税係（☎22−1114）へ

個人住民税の
特別徴収事業所の
一斉指定について

「阿南市環境保全推進講演会
～地球温暖化について考えてみよう～」の開催

●確定申告書の受付
所得税および復興特別所得税、個人事業者の消費税（地方消費税を含む）、贈与税の確定申告書を受け付けます。
開設期間　２月16日㈮～３月15日㈭　9:00～16:00　※土、日曜日を除く
場所　阿南市商工業振興センター2階　展示ホール（JR阿南駅東口）
※申告に来られた方は、フジグラン阿南の駐車場をご利用ください。なお、駐車可能台数に限りがありますので、

できるだけ公共交通機関を利用してください。また、昨年まで利用していただいた駐車場は利用できません
のでご注意ください。

※阿南税務署内には確定申告会場を設けていませんので、ご注意ください。
※混雑している場合は、受付を早めに締め切ることがあります。

●社会保障・税番号（マイナンバー）制度の導入について
税務署へご提出いただく平成28年分以降の所得税等の確定申告書には、マイナンバー（個人番号）の記載が必
要であるとともに、本人確認書類の提示または写しの添付が必要になります。
本人確認書類の例

例１　マイナンバーカード　　　例２　通知カード＋運転免許証、公的医療保険の被保険者証など
国税庁ホームページアドレス　http://www.nta.go.jp/mynumberinfo/index.htm

問い合わせは　阿南税務署（☎22−0414）へ
※自動音声によりご案内しておりますので、相談内容に応じて該当の番号を選択してください。
▶所得税等の確定申告に関するご相談「0」
▶確定申告以外の国税に関するご相談「1」
▶阿南税務署からのお尋ねや納付に関するご相談「2」
▶消費税の軽減税率制度に関するご相談「3」

阿南税務署から所得税等の申告についてのお知らせ

講師　近藤光男さん
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日時　２月27日㈫　14:00～15:30
場所　文化会館１階　視聴覚室
演題　阿南が生んだ早逝の天才作家　

北條民雄の人と文学
講師　四国大学教授　
　　　徳島文学協会会長
　　　佐々木義登さん

※託児あり。２月19日㈪までにお申
し込みください。

※お車でお越しの方は、乗り合わせに
ご協力ください。

問い合わせは　
人権・男女参画課（☎22−3094）へ

子育て・介護で外に
出ていけないけれど、
何か仕事ができない
かなと思っている方、
時間や場所にとらわ
れないテレワークと
いう働き方をご存知
ですか。
阿南市では女性活躍を支援するため、「あなんテレ
ワーク推進センター」を6月に開設、10月に養成講
座を受講した10人の女性テレワーカーは、既に在
宅ワークで活躍されています。ワークショップでは、
在宅での仕事の始め方や女性テレワーカーの体験談
を聞くこともでき、テレワークについての悩みや質
問にもお答えします。お子さま連れ、幅広い年代の
方、大歓迎です。気兼ねなくみんなでワイワイ話し
ませんか？
開催日　２月22日㈭
時間　10:00～12:00
場所　あなんテレワーク推進センター
　　　（牛岐城趾公園管理事務所２階）
対象　市内在住の女性
定員　10人（先着順）
参加費　無料
申込方法　電話またはファクスで、住所、氏名、年

齢、電話番号、お子さま連れの場合はお
子さまの年齢を記入の上、お申し込みく
ださい。

申込締切　２月20日㈫　
※いただいた個人情報は目的以外に使用しません。
申込み・問い合わせは　
〒774-8501　富岡町トノ町12番地３　
男女共同参画室

（☎22−7401・FAX22−4785）へ

女性の活躍推進に向けて「あなん
テレワーク推進センター」では毎
月楽しいイベントを開催していま
す。ぜひご参加ください！
日程　
▶２月９日㈮　クラウドソーシン
グサイトに登録してみよう

自宅にいながらお仕事の受発注
ができるクラウドソーシング
サービスについて学びましょう。
クラウドソーシングについて知
らない方も安心！
１人ではよくわからなくて不安な会員登録からお仕事の選び
方のコツまで丁寧にお伝えします。

▶2月28日㈬　動画ソフトを使ってムービーを作成しよう 
動画編集のソフトを使ってムービーの作り方を実践してみま
しょう。この講座を受講すれば、撮りためた写真をムービー
にまとめて、上映会やご家族にプレゼントなんて活用もでき
ちゃいますよ！

時間　10:30 ～ 12:00（１時間 30 分）　
対象・定員　市内在住の女性、各８人程度
場所　あなんテレワーク推進センター（牛岐城趾公園管理事務所２階） 
※こちらにお越しの際は市役所の駐車場をご利用いただきます

ようお願いします。
持ち物　パソコン（２台までレンタルパソコンがあります）　
参加費　無料
申込方法　電話、ファクスまたはメールで、氏名、年齢、電話

番号、希望日、お子さま連れの場合はお子さまの年
齢、レンタルパソコンが必要な方はその旨を記入の
上、お申し込みください。

問い合わせは　あなんテレワーク推進センター
（テレワークひろば）（☎・FAX24−8009）へ　
E-mail:anan@child-rin-tokushima.com

高齢化が進む中、家庭内でも介護を行う機会が男女を問わず増えています。
介護と上手に付き合うための基礎的な知識や、介助の方法を学びませんか。

日時　 ▼１回目「実践編」　２月21日㈬　13:30～15:00

　 　 　 ▼２回目「認知症対応編」　２月28日㈬　13:30～15:00
※簡単な実技があります。動きやすい服装でお越しください。
場所　特別養護老人ホーム阿南荘 デイルーム（宝田町今市金剛寺43番地）
募集人数　20人（男女問いません）
参加費　無料
申込方法　住所、氏名、年齢、電話番号を記入の上、電話、ファクスまたは

はがきでお申し込みください。
申込締切日　２月16日㈮

申込み・問い合わせは　〒774-8501　富岡町トノ町12番地３
男女共同参画室（☎22−7401・FAX22−4785）へ

パートナーシップセミナー
「介護」を基本から学ぼう！

第６回阿南市
人権教育・啓発市民講座

～あなんの女性の新しい働き方へ～
ワークショップ参加者募集

あなんテレワーク推進センター
イベント情報！
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■展示コーナー　10:00～20:00
※初日は開始時間が12:00、最終日は終了時間が15:00。

○～冬のうれしい贈りもの～
　プリザ・キャンドル＆ジュエリー　～12日（振休）
○エレガントなアクセサリー展　14日㈬～25日㈰
○フェルトスイーツ&パッチワークキルト作品展
　27日㈫～３月11日㈰
■体験コーナー

○～楽しくプリザーブドフラワーアレンジ～
　４日㈰　13:00～15:00　　【申込締切日】２日㈮
【参加費】2,500円　【定員】10人
【持参物】はさみ（あれば）
○スイーツキャンドル作り　10日㈯　13:00～15:00
【申込締切日】８日㈭　【参加費】1,500円
【定員】６人　【持参物】汚れてもいい服装またはエプロン
○自分だけのブレスレットを作りましょう
　17日㈯　14:00～16:00　【申込締切日】14日㈬
【参加費】2,000円　【定員】6人
【持参物】眼鏡等

光 ２月の催しのまちステーションプラザ

市政について広報番組を制作し、ケーブルテレビ
11ch（県南てれび、ケーブルテレビあなん）で放映
しています。どうぞご覧ください。

問い合わせは　秘書広報課（☎22−1110）へ

2月からは、

「野球のまち阿南
　～草野球の聖地をめざして～」
を放映します。

阿南市公式チャンネル

「広報あなん動画版」を
放映しています

阿波踊り活竹人形作り、星形あんどん作り常時開催中！
問い合わせは　光のまちステーションプラザ（☎24−3141）へ

徳島県ドクターヘリの場外離着陸場は市内各所にあり、今回新たに
「津乃峰地区防災公園」、「椿町寺前ゲートボール場」の２カ所が追
加されることにより、21カ所になりました。
救命率の向上のためには、できるだけ災害等の発生現場から近い場
所で救急車とドクターヘリが合流して、医師の治療を開始する必要
があることから、市内に設けられている場外離着陸場を災害時に利
用することとなります。
ドクターヘリが離着陸する場合は、吹き降ろしの風や大きな音、砂
ぼこりなどが発生します。ご迷惑をおかけしますが、人命救助とい
うドクターヘリの重要な役割をご理解いただき、安全かつ円滑な運
航にご協力をお願いします。

ドクターヘリ場外離着陸場
 伊島運動広場 J パワー＆よんでん Wa ンダーランド
 横見那賀川河川敷 羽ノ浦町民グラウンド
 大野那賀川河川敷 阿南工業高校
 阿南市民グラウンド 新野高校
 阿南中学校 桑野川河川防災ステーション
 阿南第一中学校 阿南カントリークラブ
 阿南第二中学校 南部ふるさとふれあい運動公園
 加茂谷中学校 陸上自衛隊徳島駐屯地
 かもだ岬温泉保養施設 津乃峰地区防災公園
 阿南市消防署 椿町寺前ゲートボール場
 持井橋河川敷

問い合わせは　消防本部（☎22−1120）へ（代表）

You Tube でもご覧いただけます。
「広報あなん」で検索

ドクターヘリ場外離着陸場について
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ハイビームの活用による交通事故防止
夜間に自動車を運転する際、ヘッドライトを常にロー
ビームにして走行している人が多くいます。歩行者が夜
間にはねられる死亡事故は、多くの場合がロービーム使
用時に発生しています。皆さんも、車両対向時を除いて
は、ハイビームを使用し、交通事故防止に努めましょう。
問い合わせは　阿南警察署（☎22−0110）へ

阿南警察署だより

県南で最も大規模な梅の名所です。
約4,000本の梅の花をご覧ください。
期間　２月18日㈰～３月20日㈫   
開園式　２月18日㈰　10:00～
　　　　もち投げ、梅干しの種飛ばし大会
駐車場　梅林売店前の無料駐車場をご利用ください。
※台数に限りあり。
※沿道への駐車はご遠慮ください。
問い合わせは　商工観光労政課（☎22−3290）へ

「明谷梅林まつり」を開催
阿南市では農林水産物の有害鳥獣被害防止のため、銃器や
檻等による有害鳥獣捕獲作業を実施しています。
市民の皆さまの安全確保を第一に作業を実施していますの
で、ご理解ご協力をよろしくお願いします。
捕獲区域　阿南市一円
※くわしくは、お問い合わせください。
問い合わせは　農林水産課（☎22−1598）へ

有害鳥獣捕獲について

【お詫び】広報あなん１月号で、法務大臣表彰紹介（ｐ15）
に誤りがありました。お詫びし、次のとおり訂正いたします。
近藤 一史さん　近藤さんは、平成９年に保護司に委嘱され
て以来、長きにわたり、地域の更生保護活動に貢献され、罪
を犯した多くの人の更生に尽力されています。また、阿南川
北分区長として分区の保護司の指導に当たり社会を明るくす
る運動や啓発活動を率先して行っています。
福住 敏一さん　福住さんは、平成10年に保護司に委嘱され
て以来、長きにわたり地域の更生保護活動に貢献され、罪を
犯した多くの人の更生に尽力されています。また、阿南那賀
地区保護司会副会長として会の運営に努められています。

あぶない ! こんなに事故が

交通事故
件　　数
死　　者
負 傷 者

224件（2,396）
1人（       4）
30人（   263）

救　　急 件　　数
搬送人員

340件（3,485）
319人（3,350）

火　　災 件　　数
損 害 額

1件（  34）
0千円（84,685千円）

●阿南署管内平成29年12月分合計。カッコ内は平成29年の合計。
　損害額は未確定分を含んでいません。

12月定例会が、12月21日に開催されました。
内容については、次のとおりです。

教育委員会定例会だより

●教育長報告
①阿南市議会会派議員名簿・委員会組織等について
②12月議会　代表・一般質問の主な内容と答弁について

※定例会の日時は、市ホームページでお知らせしています。
　くわしくはお問い合わせください。
問い合わせは　教育総務課（☎22−3299）へ
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ＮＴＴタウンページ株式会社は、「防災タウンページ
（徳島県南部版）」を製作し、市内の全住戸・全事業所
に配布します。冊子は、災害時に必要な情報をまとめ
たもので、県南部の避難場所や公衆電話を収録してい
るほか、日頃の準備から応急手当の方法などが掲載さ
れています。平成29年12月15日に市役所で行われた
贈呈式では、同社四国営業本部長の松本四朗さんから
岩浅市長に「防災タウンページ」が手渡されました。

防災に役立てて　「防災タウンページ」配布

「伊島若者定住促進住宅」の鍵渡し式が、平成29年12月
20日に市長公室で行われました。５戸中４戸の入居者
が決定し、式典では市長から鍵を受け取りました。この
住宅の完成により、伊島の若者の流出を抑制し、ＵＩＪ
ターン者の増加が期待されます。伊島町会会長の神野範
雄さん（68歳）は、「住宅への不安が一つ解消されたの
で、次は漁業に力を入れてさらなる地域活性化へとつな
げたいです」と話しました。

希望の鍵となる　伊島住宅鍵渡し式開催

ＪＲ阿南駅で、「がんばれ受験生！合格祈願イベント」
が駅構内で開催されています。受験シーズンを迎え受験
生を励まそうと、受験生への応援メッセージを桜の花形
カードに記入し、駅改札口付近のガラス面に貼り付けた
もの。平成29年12月14日には、富岡東高校生徒が駆け
つけ「頑張って志望校に合格して！」など受験生に向け
たメッセージを書き込み、貼り付けました。３月10日
まで掲示し、受験生を応援しています。

みんなの想いでサクラ咲く

阿南市や地域の出来事を
いち早くチェック！

市ホームページからご覧いただけます。
http://www.city.anan.tokushima.jp/

阿南市フェイスブック

クリスマスイベント「ルミナスタウンプロジェクト
2017クリスマス」が平成29年12月23日から25日に
かけて開催されました。メーン会場の牛岐城趾公園に
は、竹とＬＥＤのビッグクリスマスツリーが幻想的な
光を放ち、公園をクリスマス一色に染め上げていまし
た。また光に彩られた特設ステージでは、阿南第二中
学校「グリーン・ジャズ・パラダイス・オーケストラ」
の演奏や子どもの合唱、フラダンスなどが披露され、
イベントを盛り上げていました。

光の祭典　華やかに
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徳島市幸町の新聞放送会館別館前
１日目のゴールをする福良郁美選手

ローソン羽ノ浦中庄店前
13区の山﨑優希選手から
14区の折野僚紀選手へ

津乃峰地区防災公園口
12区の森　泰英選手が再
出発

徳島新聞社阿南支局前
12区の森　泰英選手から
13区の山﨑優希選手へ

福井駅前
10区の南谷　塁選手から
11区の結城直哉選手へ

阿南市チームは部門別では、女子総合５連
覇を達成しました。女子を引っ張る福良郁
美選手は、17区と22区で区間賞を獲得し、
女子では２年ぶり４人目となる最優秀選手
賞に輝きました。また、２年ぶりに中学生
総合優勝を獲得するなど来期以降につなが
る大会となりました。

新春の阿波路を駆ける「第64
回徳島駅伝」が、１月４日から
３日間にわたって開催され、
16郡市のランナーが健脚を競
いました。阿南市チームは、故
障者が多い中、粘りの競争。最
終日を５位で迎え、最終43区
の國行麗生選手が板野郡チーム
を捉え、昨年と同じ総合４位入
賞を果たしました。解団式で森　　
泰英監督は、「３日間ご声援あ
りがとうございました。来期
は、選手それぞれが成長し、新
しいチームで飛躍していきたい
です」と決意を語りました。

徳島市幸町の新聞放送会館別館前　最終日、43区の國行麗生選手がゴール

快挙！女子総合５連覇
福良郁美選手が最優秀選手賞

徳島駅伝  次につなぐ  総合４位入賞
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馬

未
来
音
（
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
）
▼
一
般
女

子
Ｃ　

青
木
杏
璃
・
成
松
紗
苗

（
新
野
高
）

【
硬
式
テ
ニ
ス
】

▼
高
校
生
シ
ン
グ
ル
ス
女
子　

古

田
理
紗
（
富
岡
西
）
▼
男
子
オ
ー

プ
ン
ク
ラ
ス　

上
田
真
央
（
阿
南

工
業
高
）
▼
男
子
ア
ド
バ
ン
ス

（
初
心
者
）
ク
ラ
ス　

大
西　

蒼

（
富
岡
西
高
）
▼
ダ
ブ
ル
ス
一
般

男
子　

木
村
圭
介
・
菅
生
陵
馬

（
日
亜
化
学
工
業
）
▼
同
一
般
女

子　

新
浜
順
子
・
南
谷
寿
子
（
四

電
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
）
▼
シ
ニ
ア
チ

ー
ム
戦　

西
岡　

守
・
丁
野
秋

利
・
吉
田
美
津
子
・
丸
岡
敏
明
・

山
中　

茂
・
松
原
真
由
美
（
ス
イ

セ
ン
チ
ー
ム
）
▼
シ
ン
グ
ル
ス
小

学
生　

宮
本
陽
菜
（
富
岡
）
▼
同

中
学
生　

多
賀
原
亮
哉（
阿
南
二
）

▼
ク
ラ
ブ
対
抗　

横
手　

勲
・
古

山
秀
樹
・
米
崎　

顕
・
新
井　

修
・
上
田
稔
子
・
今
川
美
和
（
シ

オ
ン
）
▼
シ
ン
グ
ル
ス
女
子
40
歳

以
上　

中
飯
カ
ツ
恵
（
天
羽
ク
リ

ニ
ッ
ク
）
▼
同
一
般
男
子　

佐
藤

良
祐
（
阿
南
高
専
）
▼
同
男
子
40

歳
以
上　

新
井　

修（
阿
南
高
専
）

▼
同
男
子
50
歳
以
上　

横
手　

勲

（
シ
オ
ン
）
▼
同
男
子
60
歳
以
上　

古
津
和
廣
（
天
羽
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
】

▼
男
子
ダ
ブ
ル
ス
１
部　

福
井
達

雄
・
吉
成
卓
真
（
日
亜
化
学
工
業
）

▼
同
２
部　

肥
後
祐
也
・
磯
口
元

太
（
日
亜
化
学
工
業
）
▼
同
３
部　

福
岡　

蓮
・
岩
井
哲
太
（
阿
南
工

業
高
）
▼
女
子
ダ
ブ
ル
ス
２
部　

山
田
千
鶴
・
中
岡
光
代
（
ヒ
ラ
マ

ツ
）
▼
同
３
部　

渡
部
七
海
・
末

本
玲
菜
（
富
岡
東
高
）
▼
男
子
シ

ン
グ
ル
ス
１
部　

竹
治
宏
将
（
日

亜
化
学
工
業
）
▼
同
２
部　

松
本

礼
央
（
阿
南
高
専
）
▼
同
３
部　

岩
井
哲
太
（
阿
南
工
業
高
）
▼
女

子
シ
ン
グ
ル
ス
２
部　

藤
野
莉
香

（
富
岡
西
高
）
▼
同
３
部　

末
本

玲
菜
（
富
岡
東
高
）

【
水
泳
】

自
由
形　
▼
小
学
１
～
３
年
男
子

25
ｍ　

篠
原
壱
星
（
見
能
林
）
▼

同
女
子
25
ｍ　

阿
井
朝
子（
富
岡
）

▼
同
男
子
50
ｍ　

祖
父
江
晴
彦

（
富
岡
）
▼
同
女
子
50
ｍ　

森　

美
緒
（
長
生
）
▼
小
学
４
～
６
年

男
子
25
ｍ　

吉
積
周
作
（
富
岡
）

▼
同
女
子
25
ｍ　

山
口
有
夢
（
見

能
林
）

▼
同
男
子
50
ｍ　

吉
積
周
作
（
富

岡
）
▼
同
女
子
50
ｍ　

竹
内
桜
杏

（
見
能
林
）
▼
中
学
男
子
50
ｍ　

山
口
凱
叶
（
阿
南
）
▼
同
女
子
50

ｍ　

大
地
彩
加
（
富
岡
東
）
▼
同

男
子
１
０
０
ｍ　

山
口
凱
叶
（
阿

南
）
▼
同
女
子
１
０
０
ｍ　

岸
本

玲
於
菜
（
富
岡
東
）
▼
高
校
女
子

50
ｍ　

富
永
実
央
（
小
松
島
）
▼

同
１
０
０
ｍ　

湯
浅
詩
音
（
富
岡

東
）
▼
一
般
34
歳
以
内
男
子
25
ｍ　

谷
一
寛
紀
（
津
乃
峰
町
）
▼
同
男

子
50
ｍ　

谷
一
寛
紀（
津
乃
峰
町
）

▼
同
男
子
１
０
０
ｍ　

岡
久
洋
平

（
富
岡
町
）
▼
一
般
35
歳
以
上
男

子
50
ｍ　

島
田　

充（
阿
南
水
連
）

▼
一
般
60
歳
以
上
男
子
25
ｍ　

喜

多
啓
吉
（
富
岡
町
）
▼
一
般
70
歳

以
上
男
子
25
ｍ　

田
上
博
英
（
畭

町
）

平
泳
ぎ　
▼
小
学
１
～
３
年
男
子

25
ｍ　

吉
積
昴
作
（
富
岡
）
▼
同

女
子
25
ｍ　

大
林
美
琴（
羽
ノ
浦
）

▼
同
男
子
50
ｍ　

祖
父
江
晴
彦

（
富
岡
）
▼
同
女
子
50
ｍ　

大
林

美
琴
（
羽
ノ
浦
）
▼
小
学
４
～
６

年
男
子
25
ｍ　

増
田
敢
太（
横
見
）

▼
同
女
子
25
ｍ　

鹿
島
菜
緒
（
富

岡
）
▼
同
男
子
50
ｍ　

表
原
璽
瑛

（
富
岡
）
▼
同
女
子
50
ｍ　

鹿
島

菜
緒
（
富
岡
）
▼
中
学
男
子
50
ｍ　

大
林
晃
星
（
羽
ノ
浦
）
▼
同
女
子

１
０
０
ｍ　

川
野
優
花
（
新
野
）

▼
一
般
35
歳
以
上
男
子
50
ｍ　

山

口
庸
平
（
見
能
林
町
）

背
泳
ぎ　
▼
小
学
１
～
３
年
男
子

25
ｍ　

篠
原
壱
星
（
見
能
林
）
▼

小
学
４
～
６
年
男
子
25
ｍ　

近
藤

志
音
（
富
岡
）
▼
同
女
子
25
ｍ　

南　

綾
音
（
津
乃
峰
）
▼
同
男
子

50
ｍ　

近
藤
志
音
（
富
岡
）
▼
同

女
子
50
ｍ　

山
口
叶
音（
見
能
林
）

バ
タ
フ
ラ
イ　
▼
小
学
１
～
３
年

男
子
25
ｍ　

萩
原
康
太
（
岩
脇
）

▼
同
女
子
25
ｍ　

森　

美
緒
（
長

生
）
▼
小
学
４
～
６
年
男
子
25
ｍ　

八
田
弥
頼
（
富
岡
）
▼
同
女
子
25

ｍ　

竹
内
桜
杏
（
見
能
林
）
▼
同

男
子
50
ｍ　

島
田　

絆
（
富
岡
）

▼
中
学
男
子
50
ｍ　

柿
本
悠
人
弥

（
阿
南
）
▼
同
女
子
50
ｍ　

立
石

友
莉
亜
（
那
賀
川
）
▼
同
男
子
１

０
０
ｍ　

立
石
迅
一
郎（
那
賀
川
）

▼
同
女
子
１
０
０
ｍ　

立
石
友
莉

亜
（
那
賀
川
）
▼
高
校
女
子
50
ｍ　

湯
浅
詩
音
（
富
岡
東
）
▼
一
般
35

歳
以
上
男
子
25
ｍ　

表
原
充
典

（
畭
町
）
▼
一
般
60
歳
以
上
男
子

25
ｍ　

喜
多
啓
吉
（
富
岡
町
）

個
人
メ
ド
レ
ー　
▼
小
学
４
～
６

年
男
子
１
０
０
ｍ　

島
田　

絆

（
富
岡
）
▼
同
女
子
１
０
０
ｍ　

山
口
叶
音
（
見
能
林
）
▼
中
学
男

子
２
０
０
ｍ　

立
石
迅
一
郎
（
那

賀
川
）
▼
同
女
子
２
０
０
ｍ　

川

野
優
花
（
新
野
）
▼
一
般
35
歳
以

上
男
子
１
０
０
ｍ　

表
原
充
典

（
畭
町
）

【
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
】

▼
一
般
男
子
チ
ー
ム
の
部

　
昨
年
、
８
月
５
日
に
開
幕
し
ま
し
た
「
平
成
29
年
度

阿
南
市
体
育
祭
」
は
、
12
月
17
日
を
も
っ
て
全
日
程

（
21
競
技
）
が
終
了
し
ま
し
た
。
約
３
０
０
０
人
の
皆

さ
ん
が
参
加
し
て
熱
戦
を
繰
り
広
げ
、
18
競
技
に
お
け

る
優
秀
者
お
よ
び
優
秀
団
体
が
、
次
の
と
お
り
決
定
し

ま
し
た
の
で
発
表
し
ま
す
。

（　
）
内
は
所
属
・
敬
称
略

平
成
29
年
度
阿
南
市
体
育
祭

優
秀
者
・
優
秀
団
体
発
表
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見
能
林
体
育
協
会

【
サ
ッ
カ
ー
】

▼
Ｕ
12
の
部　

羽
ノ
浦
コ
ス
モ
ス

▼
Ｕ
11
の
部　

ソ
シ
オ
ス
オ
ン
セ

▼
Ｕ
10
の
部　

那
賀
川
Ｓ
Ｃ

▼
Ｕ
９
の
部　

那
賀
川
Ｓ
Ｃ

▼
Ｕ
８
の
部　

見
能
林
ダ
イ
ナ
マ

イ
ト

【
剣
道
】

▼
小
学
校
団
体
低
学
年　

那
賀
川

剣
道
教
室
わ
か
あ
ゆ
会
Ａ
▼
同
高

学
年　

那
賀
川
剣
道
教
室
わ
か
あ

ゆ
会
Ａ
▼
小
学
校
個
人
３
年
生
以

下
の
部　

大
和
希
輔
（
那
賀
川
剣

道
教
室
わ
か
あ
ゆ
会
）
▼
同
４
年

生
以
上
の
部　

青
木
謙
真
（
那
賀

川
剣
道
教
室
わ
か
あ
ゆ
会
）
▼
中

学
校
団
体
男
子　

那
賀
川
Ａ
▼
同

女
子　

那
賀
川
Ｂ
▼
中
学
校
個
人

男
子　

正
瑞
勇
斗
（
阿
南
）
▼
同

女
子　

小
畠
理
奈
（
那
賀
川
）

【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
】

▼
男
子
の
部　

那
賀
川
体
育
協
会

▼
女
子
の
部　

富
岡
体
育
協
会

【
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
】

▼
団
体　

鍛
治
が
峰

【
柔
道
】

▼
小
学
二
年
の
部　

原
田
裕
士

（
敬
修
館
道
場
）
▼
同
三
年
の
部　

吉
谷
思
唯
（
阿
南
市
柔
道
教
室
）

▼
同
四
年
の
部　

井
上
直
哉
（
阿

南
市
柔
道
教
室
）
▼
同
五
年
の
部　

山
上
璃
子
（
阿
南
市
柔
道
教
室
）

▼
同
六
年
の
部　

佐
野
愛
斗
（
阿

南
市
柔
道
教
室
）
▼
中
学
男
子
の

部　

福
本　

蒼
（
阿
南
）
▼
高
校

男
子　

岡
久
怜
央
（
富
岡
西
）
▼

女
子
段
外　

松
川
紗
也（
阿
南
中
）

▼
女
子
有
段　

延
口
愛
咲
（
富
岡

西
高
）
▼
団
体
中
学
男
子　

阿
南

中
Ｂ
▼
同
高
校
男
子　

富
岡
西
▼

同
女
子　

富
岡
西

【
陸
上
】

▼
小
学
四
年
男
子
１
０
０
ｍ　

金

徳　

陽
（
富
岡
）
▼
同
女
子
１
０

０
ｍ　

谷
本
莉
乃
（
津
乃
峰
）
▼

小
学
５
年
男
子
１
０
０
ｍ　

福
井

倖
之
介
（
椿
）
▼
同
女
子
１
０
０

ｍ　

前
村
環
奈
（
富
岡
）
▼
小
学

６
年
男
子
１
０
０
ｍ　

東　

恭
巧

（
見
能
林
）
▼
同
女
子
１
０
０
ｍ　

賀
上
叶
愛
（
長
生
）
▼
小
学
４
年

男
子
１
０
０
０
ｍ　

川
田
愛
翔

（
今
津
）
▼
同
女
子
１
０
０
０
ｍ　

高
石
ひ
な
た
（
宝
田
）
▼
小
学
５

年
男
子
１
０
０
０
ｍ　

濱
口
大
和

（
由
岐
）
▼
同
女
子
１
０
０
０
ｍ　

大
西
楓
來
（
見
能
林
）
▼
小
学
６

年
男
子
１
０
０
０
ｍ　

奥
村
流
星

（
羽
ノ
浦
）
▼
同
女
子
１
０
０
０

ｍ　

青
木
優
香
里
（
福
井
）
▼
小

学
４
年
男
子
50
ｍ
Ｈ　

笠
江　

駿

（
平
島
）
▼
同
女
子
50
ｍ
Ｈ　

森

本
恋
羽
（
富
岡
）
▼
小
学
５
年
男

子
50
ｍ
Ｈ　

露
口
智
理（
羽
ノ
浦
）

▼
同
女
子
50
ｍ
Ｈ　

安
部
陽
菜

（
和
田
島
）
▼
小
学
６
年
男
子
50

ｍ
Ｈ　

村
上
裕
紀
（
平
島
）
▼
同

女
子
50
ｍ
Ｈ　

篠
原
里
奈（
富
岡
）

▼
小
学
５
年
男
子
走
高
跳　

仁
木

春
瑛
（
今
津
）
▼
小
学
６
年
男
子

走
高
跳　

篠
原
勇
介
（
横
見
）
▼

同
女
子
走
高
跳　

篠
原
風
羽
楽

（
富
岡
）
▼
小
学
５
年
走
幅
跳　

桑
野
隼
人
（
富
岡
）
▼
同
女
子
走

幅
跳　

稲
井
夢
香
（
横
見
）
▼
小

学
６
年
男
子
走
幅
跳　

漆
原
成
希

（
富
岡
）
▼
同
女
子
走
幅
跳　

篠

岡
千
奈
（
津
乃
峰
）
▼
小
学
５
年

男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投　

井
村
優

斗
（
富
岡
）
▼
同
女
子
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
投　

池
添
珠
都
（
長
生
）
▼

小
学
６
年
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投　

藤
原
大
樹
（
富
岡
）
▼
同
女
子
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
投　

阿
地
優
月
（
新

野
）
▼
小
学
男
子
４
×
１
０
０
ｍ

リ
レ
ー　

中
野
島
（
山
澤
斉
周
・

井
内
康
介
・
前
田
武
蔵
・
西
條
禅

人
）
▼
同
女
子
４
×
１
０
０
ｍ
リ

レ
ー　

富
岡
（
板
東
茄
奈
・
西
浦

志
和
・
西
崎
ひ
な
た
・
篠
原
里
奈
）

▼
中
学
男
子
１
０
０
ｍ　

横
手
瞳

万
（
阿
南
）
▼
同
女
子
１
０
０
ｍ　

岩
田
真
弥
（
富
岡
東
）
▼
同
２
０

０
ｍ　

岩
田
真
弥
（
富
岡
東
）
▼

同
男
子
４
０
０
ｍ　

井
田
敦
士

（
富
岡
東
）
▼
同
１
５
０
０
ｍ　

井
田
敦
士
（
富
岡
東
）
▼
同
女
子

１
５
０
０
ｍ　

久
龍
未
空
（
阿
南

二
）
▼
同
男
子
３
０
０
０
ｍ　

桑

原
想
真
（
阿
南
二
）
▼
同
走
高
跳　

西
田
隼
磨
（
羽
ノ
浦
）
▼
同
女
子

走
高
跳　

満
石
万
葉
（
富
岡
東
）

▼
同
男
子
走
幅
跳　

横
手
瞳
万

（
阿
南
）
▼
同
女
子
走
幅
跳　

新

野
乃
杏
（
阿
南
）
▼
同
男
子
砲
丸

投　

長
坂
拓
磨
（
羽
ノ
浦
）
▼
同

女
子
砲
丸
投　

松
本
珠
侑
（
阿
南

二
）
▼
同
男
子
４
×
１
０
０
ｍ
リ

レ
ー　

羽
ノ
浦
（
橋
本
渉
太
朗
・

谷
澤
一
輝
・
上
岡
暉
和
・
西
浦
巧

人
）
▼
同
女
子
４
×
１
０
０
ｍ
リ

レ
ー　

富
岡
東
（
井
上　

桜
・
岩

田
真
弥
・
下
平
怜
奈
・
川
那
部
志

歩
）
▼
一
般
・
高
校
男
子
４
０
０

ｍ　

中
川
卓
也
（
Ｂ
Ｕ
Ｒ
Ｌ
Ｅ
Ｓ

Ｃ
Ａ
）
▼
同
１
５
０
０
ｍ　

中
川

卓
也
（
Ｂ
Ｕ
Ｒ
Ｌ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ａ
）
▼

同
５
０
０
０
ｍ　

林　

雅
広
（
阿

南
市
陸
協
）

【
軟
式
野
球
】

▼
一
般　

加
茂
谷
体
育
協
会

　

最
優
秀
選
手　

湯
浅
拓
己

▼
壮
年　

桑
野
体
育
協
会

　

最
優
秀
選
手　

久
米
誠
一

【
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
】

▼
セ
ル
フ
ィ
ッ
シ
ュ

【
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
】

▼
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク　

先
崎
博
由

▼
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク　

高
山
幸
市

【
ホ
ッ
ケ
ー
】

▼
徳
島
ク
ラ
ブ
成
年
男
子
Ｂ

【
体
操
】

幼
児　
▼
総
合
・
マ
ッ
ト
・
跳
び

箱
・
鉄
棒
・
ミ
ニ
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン

坪
内
真
緒

小
学
校
低
学
年
男
子　
▼
総
合
・

鉄
棒　

坂
東
瑛
斗
▼
マ
ッ
ト
・
跳

び
箱
・
ミ
ニ
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン　

土

井
奏
太

小
学
校
低
学
年
女
子　
▼
総
合
・

マ
ッ
ト
・
鉄
棒
・
ミ
ニ
ト
ラ
ン
ポ

リ
ン　

萩
野
里
帆
▼
跳
び
箱　

松

川
花
音

小
学
校
高
学
年
男
子　
▼
総
合
・

マ
ッ
ト
・
跳
び
箱　

吉
岡
倫
明
▼

鉄
棒
・
ミ
ニ
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン　

仁

木
哲
太

小
学
校
高
学
年
女
子　
▼
総
合
・

マ
ッ
ト
・
跳
び
箱
・
ミ
ニ
ト
ラ
ン

ポ
リ
ン　

山
口
琉
華
▼
鉄
棒　

小

松
令
奈

【
弓
道
】

▼
団
体　

阿
南
高
専
Ｈ
チ
ー
ム

（
荒
井
誉
麗
・
池
下
大
翔
・
遠
山　

秀
）
▼
個
人
男
子
の
部　

池
下
大

翔
（
阿
南
高
専
Ｈ
チ
ー
ム
）
▼
同

女
子
の
部　

折
野
未
歩
（
一
般
Ｃ

チ
ー
ム
）

【
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
】

▼
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
Ａ　

川
田
航
平

▼
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
Ｂ　

大
西
涼
介

▼
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
Ｃ　

大
西
日
奈

▼
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
Ｄ　

藤
田　

櫂

▼
経
験
者
の
部
団
体　

阿
中
ク
ラ

ブ
（
青
木
優
人
・
南
原
柊
琉
・
前

川
瞬
希
・
小
堀
智
哉
）

【
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
】

▼
オ
ー
プ
ン
ク
ラ
ス　

大
西
孝
樹

▼
初
心
者
ク
ラ
ス　

山
田
千
晴
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あなん
カルチャー

セ
ン
タ
ー

科
学

ホームページ　http://www.ananscience.jp/science/

マンドリン独特の演奏方法であるトレモロ。
ポピュラー音楽からクラシックまで、明治大学マンド
リン倶楽部と羽ノ浦中学校マンドリン部の迫力ある演
奏をお楽しみください。
日時　３月６日㈫　18:30開演（18:00開場）
場所　コスモホール (情報文化センター )
入場料　【全席自由】2,500円（当日各500円増し）

★お得なセット券を発売しています　　
・２枚セット　4,500円　
・３枚セット　6,000円

※未就学児の入場はご遠慮ください。
チケット販売場所　情報文化センター、文化会館、平

惣書店（阿南センター店、羽ノ浦国道店、小
松島店）、徳島新聞各販売店（取り次ぎ）ほ
か　　

問い合わせは　情報文化センター（☎44－5000）へ

■	マンドリンの魅力～トレモロ
明治大学マンドリン倶楽部	with	羽ノ浦中学校マンドリン部公演

日時　２月17日㈯　14:30開演
場所　文化会館　視聴覚室
出演　市岡雅明（テノール）、

松岡洋平（バリトン）、
三村加奈（ピアノ）

演目　フニクリ・フニクラ、魔王、待ちぼうけほか
入場料　700円（当日800円）
　　　　ペアチケット（前売りのみ）　1,300円
※チケットは４歳から必要（０～３歳は無料）
チケット販売場所　

文化会館、市民会館、情報文化センター、ア
ピカ、平惣書店（阿南センター店、徳島店）、
黒崎楽器店（徳島本店、阿南店)

問い合わせは　文化会館「おんがくかい」係
　　　　　　　（☎23－5599）へ

日時　２月25日㈰
　　　　①昼の部　13:00開演

（12:30開場）
　　　　②夜の部　16:30開演

（16:00開場）
場所　市民会館
入場料　 【全席指定】3,500円
※当日券は500円増し。
　ただし前売りで完売の場合は当日券は販売しません。
※未就学児の入場はご遠慮ください。
チケット販売場所　

市民会館、アピカ、平惣書店（阿南センター
店、羽ノ浦国道店、小松島店）、小松島ミリ
カホール、牟岐町海の総合文化センターほか

問い合わせは　市民会館（☎22－7000）へ

■	こどものためのおんがくかい

■	鳥羽一郎＆山川　豊　兄弟コンサート

わ
く
わ
く
科
学
の
広
場

「
簡
単
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
作
ろ
う
」（
無
料
）

　

工
作
用
の
特
殊
な
樹
脂
を
使
っ
て
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
作
り
ま
す
。
子
ど
も
向

け
の
簡
単
な
工
作
で
す
。

日
時 

２
月
12
日
（
振
休
）　

午
前
10
時
～
11
時

40
分
、
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

参
加
方
法　
予
約
不
要
。
当
日
、
実
施
時
間
内

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

夜
間
天
体
観
望
会
（
有
料
・
要
予
約
）

　

口
径
１
１
３
セ
ン
チ
大
型
望
遠
鏡
を
使
っ
て
、

そ
の
時
期
に
見
ら
れ
る
天
体
を
ご
覧
い
た
だ
き

ま
す
。

実
施
日
時　
毎
週
土
曜
日
の
午
後
６
時
、
７
時
、

８
時
か
ら
（
１
日
３
回
）

参
加
料　
大
人
３
０
０
円
、
高
校
生
２
５
０
円
、

小
中
学
生
２
０
０
円
、
幼
児
無
料

　

寒
い
時
期
で
す
の
で
し
っ
か
り
と
防
寒
を
し

て
お
越
し
く
だ
さ
い
。
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本市と徳島県教育委員会は、平成29年８月より弥生時代の辰砂採掘跡 ｢若杉山遺跡｣ の発掘調査を開始しました。
調査では辰砂の採掘に用いられた石器や辰砂原石が出土しています。また、長らく所在不明であった坑道跡を再
発見し、辰砂採掘との関連を調査しています。講演会では調査成果の速報をお伝えします。
また、奈良東大寺の大仏建立に銅を提供した長登銅山跡の調査研究に長年携わってこられた池田善文さんをお迎
えし、史跡を生かした町づくりを紹介していただきます。この機会に、全国唯一の辰砂採掘遺跡である若杉山遺
跡の未来を考えていきましょう。

日時　２月10日㈯　13:30～17:00
場所　文化会館　視聴覚室
内容

若杉山遺跡発掘成果報告
「若杉山遺跡発掘成果速報！」
　阿南市文化振興課事務主任　向井公紀さん
「長年見守ってきた若杉山遺跡の発掘に参加して」
　徳島県文化財巡視員　松浦　孝さん
基調講演
「長登銅山跡の発見と調査・活用－奈良の大仏のふるさと

長登銅山跡はこうして町の「たから」になった－」
　山口県美称市長登銅山文化交流館長　池田善文さん

成果速報パネル展示－同時開催－
期間　２月６日㈫～27日㈫（水曜休館）　　開館時間　9:00～17:00 
場所　文化会館　ラウンジ

■	講演会「朱の彩り銅のかがやき」　若杉山遺跡発掘調査成果の速報を報告

問
い
合
わ
せ
は　
科
学
セ
ン
タ
ー

（
☎
42

－

１
６
０
０
）
へ

２
月
の
休
館
日　

５
日
㈪
、
13
日
㈫
、
19
日
㈪
、
26
日
㈪

コ
ズ
ミ
ッ
ク
カ
レ
ッ
ジ
参
加
者
募
集

（
有
料
・
要
申
込
）

　

小
中
学
生
を
対
象
と
し
た
体
験
型
天
文
講
座

で
す
。
こ
の
催
し
は
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
よ
り
補
助
を
受

け
、
丸
１
日
、
宇
宙
や
天
文
に
関
す
る
工
作
・

実
験
な
ど
を
中
心
に
行
い
ま
す
。

実
施
コ
ー
ス
・
日
時
・
定
員　

キ
ッ
ズ
コ
ー
ス
（
小
学
１
年
～
３
年
と
そ
の
保

護
者
が
対
象
）
３
月
３
日
㈯　

午
前
10
時
～
午

後
３
時
（
予
定
）・
定
員
25
組
50
人

フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
コ
ー
ス
（
小
学
４
年
～
中

学
生
が
対
象
）
３
月
４
日
㈰　

午
前
９
時
30
分

～
午
後
４
時
（
予
定
）・
定
員
30
人

参
加
方
法　
参
加
申
込
み
用
紙
（
市
内
の
児

童
・
生
徒
に
は
２
月
初
旬
ご
ろ
に
学
校
を
通
じ

て
配
布
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
科
学
セ
ン

タ
ー
に
持
参
ま
た
は
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
も
し
く

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

応
募
期
間　
２
月
６
日
㈫
～
25
日
㈰

※
期
間
内
で
あ
っ
て
も
先
着
順
に
受
け
付
け
し

ま
す
の
で
、
締
切
を
早
め
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

参
加
料　
１
人
５
０
０
円
（
引
率
の
保
護
者
無

料
）

主催　徳島県教育委員会　協力　文化振興課　　　問い合わせは　文化振興課（☎22－1798）へ

採掘坑南側からの遠景 東側坑口完掘状況斜め上から 坑道内部

坑口から出土した辰砂

観覧
無料
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阿
南
市
文
化
祭
短
歌
大
会 

選

短
　
歌

互
選
賞　
　
　
　
　

 

佐
坂　

恵
子

も
う
一
度
旅
に
ゆ
き
た
し
ぐ
ん
ぐ
ん
と
飛
行
機
雲
伸

ぶ
病
棟
の
窓

互
選
賞　
　
　
　

 
　

小
畑　

定
弘

祈
る
こ
と
秘
め
お
く
こ
と
の
多
く
し
て
喜
寿
よ
り
一

気
に
命
が
逼せ

ま

る

互
選
賞　
　
　
　
　

 

西
條　

悦
子

新し
ん

藁わ
ら

の
香
り
が
ふ
っ
と
通
り
過
ぐ
終
日
刈
田
で
遊
び

し
猫
か

互
選
賞　
　
　
　
　

 

打
樋　

光
子

敬
老
に
長
寿
の
表
彰
受
く
る
顔
苦
難
刻
め
る
皺
が
ほ

ほ
え
む

入
選　
　
　
　
　
　

 

喜
来
富
士
子

露
草
の
ま
ぎ
る
る
野
辺
の
叢

く
さ
む
ら

に
と
き
お
り
鳴
け
る
昼

の
蟋こ

お

蟀ろ
ぎ

入
選　
　
　
　
　
　

 

森
岡　

圭
子

刈
り
取
ら
れ
脱
力
し
た
る
広
き
田
に
口
笛
吹
き
た
く

な
り
し
夕
焼
け

入
選　
　
　
　
　
　

 

青
木　

弘
子

車
イ
ス
に
乗
る
人
押
す
人
夫
婦
ら
し
老
々
介
護
に
秋

陽
の
温
も
り

入
選　
　
　
　
　
　

 

吉
形　

和
恵

カ
ー
テ
ン
は
帆
の
膨ふ

く

る
如
窓
に
揺
れ
風
は
音
な
く
秋

を
動
か
す

入
選　
　
　
　
　
　

 

宮
本
久
美
子

鍬
を
杖
に
つ
き
て
心
に
言
い
き
か
す
「
こ
け
た
ら
あ

か
ん
」
わ
た
し
で
な
く
な
る

阿
南
市
俳
句
連
合
会
選

俳
　
句

久
米　

浩
一

わ
が
思
ひ
昨
日
と
同
じ
年
新
た

鳥
海　

勇
二

元
旦
の
だ
る
ま
朝
日
に
幸
祈
る

　
　
　
　
　
　
　
　

石
井　

政
子　

鈍
色
の
鳴
門
海
峡
冬
の
鳶

　
　
　
　
　
　
　
　

淡
島　

春
海　

農
神
の
式
三
番
叟
に
時
雨
降
る

水
口　

精
二　

閉
ざ
さ
れ
し
農
村
舞
台
冬
紅
葉

　
　
　
　
　
　
　
　

神
野
千
鶴
子　

大
根
焚
善
男
善
女
笑
顔
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　

田
上　

隆
敏　

北
風
に
赤
い
マ
フ
ラ
ー
女
学
生

浜
田
百
合
子

ぐ
ち
ひ
と
つ
落
葉
に
の
せ
て
掃
き
に
け
り水

口　

明
美

三
方
に
山
在
る
里
も
冬
ざ
る
る

金
本
ひ
ろ
み　

年
木
積
み
山
寺
な
が
ら
こ
ぎ
れ
い
に

阿
南
川
柳
会
髙
木
旬
笑
選

川
　
柳

 
田
上　

鶴
子

ユ
ー
モ
ア
と
鈍
感
力
で
日
が
暮
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　

 

多
田
紀
久
代

同
窓
会
逢
い
た
い
人
は
黄よ

泉み

の
人

　
　
　
　
　
　
　
　

 

鈴
木
レ
イ
子

試
着
室
諭
吉
が
決
め
た
妻
の
服

 

二
階
千
代
美

愛
の
花
咲
か
せ
て
い
ま
す
夫め

お
と婦
独ご

楽ま

市
民
文
芸

散
る
事
を
知
ら
ぬ
造
花
の
不
仕
合
せ 

原　

公
美
子

一
般
応
募

生
き
て
い
る
幸
せ
今
日
も
噛
み
し
め
る 

吉
田　

當
代

青
空
に
キ
ミ
の
心
も
広
げ
干
す 

仁
井　

信
子

人
間
へ
近
づ
く
動
き
進
化
ロ
ボ 

島
尾
美
津
子

三
度
ま
で
許
し
て
く
れ
る
仏
顔 

岡
本　

正
午

阿
南
漢
詩
研
究
会
・
青
松
吟
社 

選

漢
　
詩

　
遊
明
谷
梅
林 

荒
瀬
左
知
子

溪
梅
千
樹
暗
香
傳　
　

渓け
い

梅ば
い　

千せ
ん

樹じ
ゅ　

暗あ
ん

香こ
う　

傳つ
た

わ
り

園
裏
萬
花
如
雪
姸　
　

園え
ん

裏り

の
萬ば

ん

花か　

雪
の
如
く
妍け

ん

な
り

驚
客
初
鶯
情
不
淺　
　

客か
く

を
驚
か
す
初し

ょ

鴬お
う　

情　

浅
か
ら
ず

俊
遊
一
醉
染
詩
箋　
　

俊し
ゅ
ん
ゆ
う遊　

一
酔　

詩し

箋せ
ん

を
染
む

　
　
　
　
　
　

※
俊
遊
…
す
ぐ
れ
た
友

　
山
家
庭
梅 

神
原　

常
経

東
風
脈
脈
暖
纔
催　
　

東と
う

風ふ
う　

脈
　々

暖　

纔わ
ず
か

に
催
し

山
里
庭
梅
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移動図書館車「ひまわり号」
巡回日 巡　回　場　所 時　間
  1日㈭ 上 中 分 館 前 14:30～15:00

長 生 公 民 館 前 15:30～16:00
  7日㈬ 加 茂 谷 公 民 館 前 14:50～15:20
  8日㈭ 新 野 公 民 館 前 14:00～14:30
　 見 能 林 公 民 館 前 15:30～16:00

  9日㈮ 椿 公 民 館 前 14:00～14:30
　 椿 泊 漁 協 前 15:00～15:30

15日㈭ 山 口 分 館 前 14:00～14:30
大 潟 分 館 前 15:00～15:30

巡回日 巡　回　場　所 時　間
16日㈮ 老人ホーム福寿荘前 10:30～11:00

中央病院阿南荘前 13:30～14:00
琴 江 荘 前 14:00～14:30
桑野コミュニティセンター前 15:00～15:30

22日㈭
　
　

橘 防 災 公 園 入 口 14:00～14:30
橘 団 地 前 15:00～15:30
福 井 公 民 館 前 16:00～16:30

※雨天の場合は日程を変更することがあります。

２月の巡回日程

問い合わせは　那賀川図書館（☎42−3111）へ

阿南市立図書館だより

那賀川図書館　☎	42－3111ＦＡＸ	42－3299
☆おはなし会・おはなしのポケット主催
　（毎週日曜日）　11:00～
◆阿波公方の苑（図書館前庭）美化作業
　２月はお休みです。

羽ノ浦図書館　☎	44－2100ＦＡＸ	44－2099
☆おはなし会・こすもすおはなし会主催
　（毎週土曜日）　14：00～14:30

阿 南 図 書 館　☎	23－2020ＦＡＸ	23－6814
☆おはなしひろば・ひまわり主催
　（毎週日曜日）　10:30～
★ぴよちゃんくらぶ
　赤ちゃん（０～３歳）のためのおはなし会
　（第１～第４木曜日）　10:30～11:00

郵送貸出とは、障がいのため来館が難しい方に、図書館の
資料を郵便でお送りする無料のサービスです。
●郵送貸出をご利用いただける方
阿南市内に居住されている方で以下の手帳の交付を受けら
れている方。

・身体障害者手帳（１、２、３、４級）
・戦傷病者手帳（特別項症～第６項症）
・療育手帳A

●貸出できる資料
本、雑誌、CD…あわせて５冊・30日間
※登録は郵送等でできますので、阿南図書館へお問い合わ

せください。
問い合わせは　阿南図書館（☎23−2020）へ

「障がい者郵送貸出サービス」をご利用ください

外国語指導助手のギャリ―先生が英語絵本
の読み聞かせをしてくれます。

日時　３月４日㈰　10:30 ～ 11:30
場所　阿南図書館３階　視聴覚室

英語で楽しくおはなしひろば

２月
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28
木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

阿 南 図 書 館
9:00〜18:00
土日は17:00まで

★ ☆ 休 ★ 休 休 ★ ☆ 休 ★ ☆ 休 休

那賀川図書館
10:00〜18:00

蔵書点検
休　館 ☆ 休 休 休 ☆ 休 ☆ 休 休

羽ノ浦図書館
10:00〜18:00 ☆ 休 ☆ 休 休 ☆ 休 ☆ 休 休

カレンダー中のマーク　休…休館日　☆…おはなし会　★…ぴよちゃんくらぶ

入場無料・申込不要
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健康いきいき情報

医療機関での婦人がん検診

次の検診が診療時間内において３月末まで
無料で受診することができます。
■子宮頸がん検診 （２年に１回）
場所　阿南共栄病院（要予約）
　　　木下産婦人科内科医院
　　　森本内科胃腸科
対象　20歳以上の女性の方
費用　無料
■HPV検査無料受診券の有効期限は３月

末まで
HPV検査は子宮頸がんの原因となるウイ
ルスに感染してるかを調べる検査です。以
下の対象者の方には昨年の６月末頃に無料
受診券を郵送しています。子宮頸がん検診
と同時に実施しますので、今年度子宮頸が
ん検診をまだ受けていない方は受診の際に
ご持参ください。
対象者生年月日
Ｓ61.4.2～Ｓ62.4.1生まれの女性
Ｓ56.4.2～Ｓ57.4.1生まれの女性
Ｓ51.4.2～Ｓ52.4.1生まれの女性
※無料受診券を紛失した方は、再発行でき
ますのでお問い合わせください。

■乳がん検診（２年に１回）
場所　阿南共栄病院（要予約）
　　　阿南中央病院（要予約）
対象　40歳以上の女性の方
費用　無料
★市外指定医療機関で子宮頸がん・乳がん
検診を受診できます。

市外指定医療機関名は、保健センターへお
問い合わせください。市外指定医療機関へ受
診する前に、保健センターへがん検診の受診
券を持参し、問診票を取りに来てください。

うつ・認知症予防教室「やまなみ遊歩道」を歩こう 
第１回
日時　２月14日㈬　13:30～14:30
場所　富岡公民館
講師　精神保健福祉士　森岡加奈さん
第２回
日時　２月19日㈪　13:30～14:30
場所　中野島公民館
講師　精神保健福祉士　菊池正三さん

※対象者はおおむね65歳以上の方
※入場無料、申込不要

問 介護・ながいき課（☎22－1793）へ

開催日　２月３日㈯（少雨決行）
日程　11:00コスモホール第２駐車場集合
～やまなみ遊歩道～岩脇城址（昼食、休憩）
～取星寺～岩脇公園～那賀川橋～安全道路
～ 15:30 頃コスモホール解散（約10㎞）
参加費　300円（会員200円）
※小学生以下の方は無料
持参物　弁当、飲み物、雨具、健康保険証など
注意点　寒い時期ですので体調を整えて、
脱ぎ着の可能な服装、履きなれた靴でご参
加ください。傷害保険には加入していますが、
保険適用外の事故等の責任は負いません。
問 阿南歩こう会事務局
　 新川（☎22－3188）へ

集団の胃がん・肺がん検診

検診日程　２月27日㈫
受付時間 場　　所 検診内容

  8:00～11:00 ひまわり会館
胃（バリウム
検査）・肺・
大腸がん検診

13:00～14:00 津乃峰総合センター（津乃峰分館） 肺・大腸がん
検診

15:00～16:00 新野公民館

要予約
検診日２週間前までに総合健診センター
（☎088－678－3557）へご予約ください。
※受付は予約者が優先されます。

かもだ岬温泉保養施設
かもだ岬温泉は県内
屈指の天然温泉です。
ゆったりとおくつろ
ぎください。

【２月の休館日】
５日㈪、13日㈫、
19日㈪、26日㈪

※25日㈰は風呂（ふろ）の日です。

問 かもだ岬温泉保養施設
　 （☎21－3030）へ

電話での健康相談・栄養相談
随時受け付けています。電話にてお問い合
わせください。
受付日時　平日8:30～17:00

阿波踊り
体操教室
日時　２月15日㈭　10:00～11:30
場所　ひまわり会館２階　ふれあいホール
講師　徳島大学　大学開放実践センター
　　　教授　田中俊夫さん
対象　運動制限のない方（年齢制限なし）
持参物　飲み物、タオル

※教室開始前に血圧測定、体組成測定を
　実施します。

高齢者の肺炎球菌予防接種の
接種期限が近づいています
平成26年10月から定期接種になった高齢
者の肺炎球菌予防接種ですが、本年度対象
の方（対象の方へは平成29年４月に予診
票を送付済）は、平成30年３月31日まで
が助成制度を受けられる期限です。予診票
と接種費用（4,000円）をお持ちの上、必
ず予約をしてから医療機関で受けてくださ
い。

子宮頸がん・乳がん検診の無料ク
ーポン券の有効期限は２月末まで
対象者の方には昨年の６月末頃に無料クー
ポン券を郵送しています。受診の際にご持
参ください。
クーポン券を紛失した方は、再発行できま
すのでお問い合わせください。

麻しん風しん混合予防接種は
済んでいますか
インフルエンザが流行する季節です。早め
に接種しましょう。次の年齢の方は無料で
接種することができます。

【第１期】
１歳の誕生日～２歳の誕生日前日

【第２期】
平成23年４月２日～平成24年４月１日生
の方は、３月31日まで

保健センターからのお知らせ

問�保健センター（☎22－1590）へ

平成30年度
「サポートママ」募集
子どもが好きな方で、乳幼児健診や相談の
場で子育て中のお母さんを、サポートして
くださるボランティアを募集しています。
募集期間　２月１日㈭～28日㈬
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●にじいろあなん交流会
ファミサポがおひさまひろばへ遊びにいく
よ。親子で楽しく遊ぼうね。出張登録会も
行います。
日時　２月７日㈬　11:00～11:30
場所　おひさまひろば
●たまごのおひなさま作り研修会
たまごのからを使ってオリジナルのおひな
さまを作ろう。所要時間は30分程度。好
きな時間に来てね。
日時　２月９日㈮　10:00～11:30

13:00～15:00
場所　阿南ファミサポ事務所内
参加費　無料　※申込不要
●子育て相談会
臨床心理士でスクールカウンセラーの佐藤
幸男さんをお迎えし、リラックスした空間
で親子の悩み解消しませんか。
お子さま連れの方は２階のファミサポ事務
所でお預かりします。（託児無料）
日時　２月14日㈬　10:00～12:00
場所　阿南市社会福祉会館5階
※託児希望の方は、2月9日㈮までにお申
し込みください。
問 阿南ファミリー・サポート・センター
　 （☎24－5550）へ

阿南ファミリー・
サポート・センター

初めて赤ちゃんを育てているお母さん集ま
れ～♪
日時　２月23日㈮、３月２日㈮ 、９日㈮ 、

15日㈭ 
　　　各回13:00～15:00（４回連続講座）
場所　ひまわり会館２階　和室　　　　
対象　講座初回時に生後２～５カ月の子ど

も（第１子）とお母さん
平成29年９月24日～12月23日生
まれ

定員　先着15組　
参加費　無料　※要申込
問 こども課（☎22－1593・FAX23－4200）へ

親子の絆づくりプログラム
“赤ちゃんがきた！”（BPプログラム）

２月 地域子育て支援センター
お子さんの健やかな成長を願い、無料で施
設を開放して育児支援を行っています。

  1日㈭　鬼のお面作り
  7日㈬　双ごっこ
  8日㈭　助産師によるハンドマッサージ
14日㈬　園庭開放
15日㈭　おはなしのポケット
19日㈪　管理栄養士による食育講演会

「幼児食のポイント！」
講師：とくしま食育推進研究会
　　　佐藤香代子さん
10:00～10:40

22日㈭　お誕生会

にこにこひろば ☎42−0720

今津こどもセンター� 平日 8:30～12:00
 14:00～15:30

  6日㈫　管理栄養士による食育講演会
「これだけは伝えたい！防災食」
講師：とくしま食育推進研究会
　　　佐藤香代子さん

  8日㈭　おはなしたんぽぽさんによる読
み聞かせ

13日㈫　ホイップ粘土でお菓子やさんご
っこ

15日㈭　子育て講座
20日㈫　みんなでおどって遊ぼう
27日㈫　お誕生会

ふれあいひろば ☎28−1725

橘こどもセンター　 平日 9:00～14:00

  6日㈫　３Ｂ体操
13日㈫　おはなしのポケット
20日㈫　みんなで遊ぼう
27日㈫　お誕生会・ひなまつり会
※毎日、砂場開放をしています。
※行事は10:30～始まります。

なかよしひろば ☎21−2002

平島こどもセンター 平日 9:00～14:00

  2日㈮　身体計測・発育相談
10:00～11:00
※母子手帳をご持参ください。

  9日㈮　楽しく遊ぼう
13日㈫　管理栄養士による食育講演会
　　「偏食について～好きを増やそう～」

講師：とくしま食育推進研究会
　　　佐藤香代子さん
10:20～

20日㈫　お誕生会
27日㈫　管理栄養士による食育講演会
　　　　「これだけは伝えたい！防災食」

講師：とくしま食育推進研究会
　　　佐藤香代子さん
10:20～

◇うたって遊ぼう
　６日㈫、16日㈮、23日㈮

みんなのひろば ☎44−5059

岩脇こどもセンター
平日 9:00～14:00（お弁当タイム11:45～）

●おはなしひろば
ゆったりと家庭的な雰囲気の中お過ごしい
ただけます。ぜひ、親子で気軽にお越しく
ださい。
日時　２月17日㈯　14:00～15:00
場所　岩城クリニック３階　保育室
内容　絵本の読み聞かせのほか、手作りお

やつの提供もございます。
問 岩城クリニック病児病後児保育専用
（☎080－1998－7476）坂東

病児病後児保育だより

谷川俊太郎さんの「ともだち」という絵
本にに次のことが書かれていました。
ともだちって
ともだちって　いっしょに　かえりたく
なるひと。
ともだちって　みんなが　いっちゃった
あとも　まっててくれるひと。
ともだちって　そばにいないときにも　
いまどうしてるかなって　おもいだすひ
と。
ひとりでは　
ひとりでは　もてない　おもいものも　
ふたりでなら　もてる。
ひとりでは　つまらないことも　ふたり
で　やれば　おもしろい。
ひとりでは　できないことも　ともだち
と　ちからを　あわせれば　できる。
私は「これだ」と思いました。大人も子
どもも「よし、頑張るぞ」という気持ち
がわいてくるそのときには、すぐ側で支
えてくれる人が必ずいます。友達づくり
も子どもたちにとっては大きな学びです。
 学校教育課

子 育 て 一 言 メ モ
−ともだち−

（※＝要予約）
  1日㈭　おにのお面作り
  2日㈮　高齢者とのふれあい会※
  6日㈫　美帆子さんと英語であそぼう
  7日㈬　ファミサポさんの「にじいろ阿南」
  8日㈭　ミュージックケアー(乳児)※
13日㈫　発育計測
14日㈬　親子バレンタインパン作り※
16日㈮　ミュージックケアー(幼児)※
19日㈪　発育計測
22日㈭　歯のおはなし
23日㈮　おはなしコロリン
28日㈬　お誕生会
※行事によっては有料・申込み制となります
ので、くわしくはお問い合わせください。

問 那賀川子育て家庭支援センター
 　（☎0885－38－1163）へ

おひさまひろば
平日9:00～16:00

子育て相談や子どもと保護者間の交流の場
です。ぜひお越しください。
時間　9:30～11:30
日程　14日㈬　桑野公民館
　　　21日㈬　加茂谷公民館
　　　28日㈬　福井公民館
※ひまわり会館すこやかルームは
２日㈮、６日㈫、９日㈮、13日㈫、20日㈫                 
問 こども課（☎22－1593）へ

つどいの広場・
すくすくin阿南

て ひ ろば育子
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市民の情報ひろば市民の情報ひろばへの掲載について
４月号の締め切りは２月28日㈬です。
メールアドレス　hisho@anan.i-tokushima.jp

小学生向けロボットプログラミング
教室無料体験
▶小学３年生以下対象
日程　２月17日㈯  ①13:00～14:30

②15:00～16:30
▶小学４年生以上対象
日程　３月３日㈯  ①13:00～14:30 
  ②15:00～16:30
場所　富岡公民館
定員　１講座につき４人（先着順）
※保護者の方もご一緒にご参加ください。
※必ず事前にご予約ください。
問 アーテックエジソンアカデミー
那賀川教室（☎090－7788－0120）へ
https://nakagawa-artec.amebaownd.
com/

パートナー関係を見直す講座　特別企画
女性のためのグループワーク
人になかなか相談できないと、ひとりで抱
え込んでいませんか？同じような悩みを持
つ女性の話を聞いたり、一緒に思いを話し
合ったりしてみませんか？
日時　２月19日㈪　13:30～15:00
　　　３月19日㈪　13:30～15:00
場所　南部こども女性相談センター

（南部総合県民局保健福祉環境部阿南庁舎）
進行役　女性カウンセラー（臨床心理士）
参加費　無料
※お互いを尊重し、プライバシーを守って
参加していただきます。【秘密厳守】

※匿名でも参加できます。
※１回のみの参加でも、続けて参加してい
ただいても構いません。初めて参加され
る方は、お電話でお問い合わせください。

問 徳島県南部こども女性相談センター
〒774-0011　領家町野神319番地
（☎24－7115・FAX22－6404）へ

ままブラス anan maman
５周年記念コンサート
～日本の心と吹奏楽～
音楽と語りのための

「手ぶくろを買いに」
新美南吉作・福島弘和作曲

日時　２月25日㈰　14:00～
場所　夢ホール（文化会館）
出演　ままブラス anan maman
共演　ぎんのすず合唱団、新野高校音楽部、阿

南シンフォニックバンド、ドルチェブラス
ゲスト　住友美代子（朗読）
※入場無料
※くじ付きこども整理券（０歳～小学６年
生）配布中

問 夢ホール市民協議会夢つくりあなん
（☎23－5599）へ

遺言・相続・成年後見制度相談会
日時　２月10日㈯　9:00～12:00
場所　ひまわり会館
内容　遺言の書き方、エンディングノート

とはなにか、相続の手続き、成年後
見制度などに関する無料相談

問 コスモス徳島（徳島県行政書士会内）
（☎088－679－4440）　
※土、日曜日は地域会員　花野
（☎090－3787－0305）へ

阿南第九の会 第９回演奏会
日時　３月４日㈰　
　　　14:00開演（13:30開場）
場所　夢ホール（文化会館）
内容　▶第１部｢永遠の花｣ ほか▶第２部ソリ

ストによる独唱曲▶第３部ベートーヴ
ェン作曲交響曲第九番より第４楽章

入場料　1,000円（高校生以下無料）
※前売りチケットは夢ホール、フジグラン、
アピカで販売しています。
問 阿南第九の会事務局
　 （☎090－3611－3106）へ

ママと一緒に楽しい時間♪
子育てママの交流サロン
子育て中のママと赤ちゃん同士が仲良くな
れ、ホッとできるところです。
楽しく話をして情報交換をしましょう♪当
日お越しくださった方には親子写真をプレ
ゼントさせていただきます♪
日時　２月14日㈬　10:00～11:00
場所　中野島公民館
対象　０～２歳のお子さまとママ
参加費　無料　※要予約
問 RTA指定スクールRomaly 金光
　 （☎24－8710）へ

バイオリン・ピアノコンサート
日時　２月24日㈯　14:00～
出演　猪子　恵（バイオリン）、
　　　清水武志（ピアノ）
Rintocco　Concert
日時　２月３日㈯　14:00～
出演　畑　奉枝（トイピアノ・ピアノ）、
　　　今久保宏美（ソプラノ）
〈共通事項〉
場所　杜のホスピタルＯＴホール
※入場無料
問 杜のホスピタルリハビリテーション課
　 （☎22－0218）へ

徳島県退職者連合南部地域
協議会カルチャースクール
平成30年度新規受講生募集
対象　退職者の方ならどなたでも
場所　富岡公民館　

問 徳島県退職者連合南部地域協議会カルチ
ャースクール事務局（☎28－6030）へ

　 http://ghb-culture.jpn.org/

第10回県南いきいきテニス大会
参加チーム募集
日時　３月４日㈰ 　9:00～17:00
※雨天の場合は11日㈰に延期 
場所　南部健康運動公園テニスコート
試合　シニアチーム対抗戦
　　　１チーム６人（男子４人・女子２人）
参加費　１チーム6,000円
募集期間　２月17日㈯まで
問 阿南市テニス協会　田井
　 （☎44－5290）へ

ポリテクセンター徳島
公共職業訓練
受講生募集
再就職をめざす求職者の方を対象に職業訓
練を実施しています。
入所を希望される方はご相談ください。
募集訓練科　
◆６カ月コース〔訓練期間：4月3日㈫～
９月28日㈮〕

・電気設備技術科
・住宅リフォーム技術科
◆７カ月コース〔訓練期間：4月3日㈫～
10月31日㈬〕※６カ月コースの前に、
１カ月の導入講習を受講。

・ＣＡＤ機械科
・住環境計画科デュアル（企業実習付き）
※おおむね45歳未満の方対象
対象者　公共職業安定所に求職の申し込み

をしている方など（選考あり）
受講料　無料（テキスト代等は必要）
募集期間　２月１日㈭～３月５日㈪
問 ポリテクセンター徳島（☎088－654－
5102）へ
※平日9:00～17:00

保育士による
ベビーマッサージ教室
便秘や夜泣きに効果的です！寒い日の赤ち
ゃんとのお出かけに、ママの気分転換にも♪
日時　２月７日㈬　10:00～11:00
場所　那賀川社会福祉会館２階　和室
内容　お腹すっきり夜ぐっすりべビマ
対象　生後２カ月～１歳頃までの親子
参加費　１回1,500円
持参物　バスタオル１枚
※要予約
問 ベビーマッサージ＆スキンケア教室
PLUS BABY　
玉置（☎090－2895－0224）へ

講　　　座 曜　　日 時　　間
朗読／ささゆり会 第2・3月曜 � 9:30〜11:30
野菜ソムリエの料理教室 第４金曜 � 9:30〜12:00
極楽パソコン教室 第２火曜 13:00〜15:00�

第４火曜 10:00〜12:00
俳句 第４水曜 10:00〜12:00
茶道　裏千家 第３火曜 13:30〜15:30
シニアエアロビクス 第２・４月曜 10:00〜11:30
シニアヨガ 第１・３水曜 10:00〜11:00
若返りアロマライフ 第２・４火曜 10:00〜12:00
ペン習字� 第１木曜 10:00〜12:00
写経 第２・４水曜 13:00〜14:00
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市民の皆さまによりよく市政を伝えるために広報番組「広報あなん動画版」を制作し、ケーブルテレビ（11チャンネル）で放映しています。
誌面では表現できない情報を映像でお届けします。今月からは「野球のまちの取組」を紹介しますので、ぜひご覧ください。（谷内）
先日開催された「阿南市ボランティアフェスティバル」は、多彩なイベントが目白押しで多くの来場者でにぎわっていました。とびきりの
笑顔と元気な声を響かせていたのは、学生ボランティアの皆さん。ステージイベントの進行や絵本の読み聞かせなど、運営をサポートする
姿がとても輝いていました。（藤井）

編集室の

窓

日 開催日　　　時 時間　　　所 場所　
予 予約受付　　問 問い合わせ先

２月の相談

弁護士による法律相談（要予約） １日㈭、15日㈭
時 13:30～16:30　所 市役所１階　相談室
予 １カ月前から　問 市民生活課　☎22−1116
※内容により、お受けできない場合があります。

行政相談員による行政相談 13日㈫、27日㈫
時 9:30～11:30　所 市役所１階　相談室
問 市民生活課　☎22−1116

司法書士による法律相談 23日㈮
時 14:00～16:00　所 ひまわり会館１階
問 市民生活課　☎22−1116
※混雑時は、お待ちいただくことがあります。

消費生活相談 平日開館
時 9:30～16:30　所 社会福祉会館３階（阿南駅南隣）
問 消費生活センター　☎24−3251

人権相談 20日㈫
時 13:30～16:00　所 ひまわり会館１階
問 人権・男女参画課　☎22−3094

子育て家庭教育電話相談（来所相談も可）
日 月曜日～金曜日（祝日除く）時 9：00～12：00
問 家庭教育支援チーム「育みクラブ」　☎42−3885

心配ごと相談 ５日㈪、19日㈪、26日㈪
時 10:00～15:00　所 市民会館内社会福祉協議会
問 社会福祉協議会　☎23−7288

女性のための生き方なんでも相談 （要予約）
日 ６・13・20・27日　時 13:00～17:00
日 ９・23日　時 13:00～16:00
所 市民会館２階　相談室　予 随時
問 男女共同参画室相談予約電話　☎22−0361

年金相談（要予約） 今月の相談日はありません。
時 9:30～15:30　所 市商工業振興センター
予 １カ月前から電話による完全予約制
問 徳島南年金事務所　☎088−652−1511
※３月の相談日は１日㈭です。

日 医療機関名 所在地 問い合わせは
4日 阿 南 中 央 病 院 内 宝 田 町 ☎22−1313

11日 瀧 内 科 外 科 医 院 才 見 町 ☎24−9133
12日 岸 医 院 富 岡 町 ☎23−0272
18日 阿 南 中 央 病 院 内 宝 田 町 ☎22−1313
25日 是 松 医 院 津乃峰町 ☎27−0316

※必ず事前に当番医療機関に電話で確認してから受診してくださ
い。当日変更する場合があります。

●夜間（毎日）の当番　17：00～22：00
当番医療機関の問い合わせは　阿南市消防本部　☎22−1120
音声案内　☎22−9999まで
または阿南市医師会ホームページをご覧ください。
※必ず事前に当番医療機関に電話で確認してから受診してくださ

い。当日変更する場合があります。
●小児救急医療体制

24時間365日徳島赤十字病院が小児救急患者を受け入れてい
ます。（事前の電話連絡は不要です。）

２月の夜間・休日診療
軽症でも急いで治療の必要がある場合、次の医療機関で受診できます。
●休日昼間　9：00～17：00

２月の平日延長窓口

●住民票の写し、印鑑登録証明書、戸籍謄抄本、身分証明
書、所得証明書、所得課税証明書、市・県民税公課証明書、
軽自動車税納税証明書の交付

（※時間延長時は、住民異動・印鑑登録・申告等は行っていません。）

市民生活課（☎22−1116）へ
●市税の納付および分納等の納税相談

　納税課（☎22−1792）へ

７日㈬、21日㈬　17:15～18:15

スポーツ施設２月の休館日
スポーツ総合センター（温水プール） 5・13・19・26 日
那賀川スポーツセンター 7・14・21・28 日
羽ノ浦総合国民体育館 5・13・19・26 日
羽ノ浦健康スポーツランド 5・13・19・26 日
県南部健康運動公園 6・13・20・27 日

特設人権相談 ７日㈬
時 13:30～16:00　所 新野公民館、羽ノ浦公民館
問 人権・男女参画課　☎22−3094

２月の市税

市税の納め忘れはありませんか？今一度確認をお願いします。

問い合わせは　納税課（☎22−1792）へ

日曜相談窓口  25日㈰  8:30～17:00（市役所納税課）

市税の納付および分納等の納税相談を受け付けています。
東玄関からお越しください。

人口と世帯数

人口　	74,270	 人	（−38）
（男）	35,904	 人	（−23）
（女）	38,366	 人	（−15）
世帯数　30,802 世帯（＋	 9）

※平成29年12月末日現在
　 カッコ内は前月対比

公共下水道受益者負担金

納期限

問い合わせは
下水道課（☎22−1796）へ

分割納付の第３期
２月28日㈬

23　広報あ な ん 2018.02



　

男
女
と
も
平
均
寿
命
が
延
び
、
仕
事
の
一
線

を
退
い
た
後
の
過
ご
し
方
「
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ

（
第
二
の
人
生
）」
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
平
成

25
年
に
、
阿
南
市
で
開
催
さ
れ
た
「
日
本
女
性

会
議
〈
男
女
共
同
参
画
〉
２
０
１
３
あ
な
ん
」

で
も
、
分
科
会
の
テ
ー
マ
「
豊
か
に
輝
い
て
共

に
生
き
る
幸
齢
社
会
」
と
し
て
議
論
さ
れ
、
反

響
を
呼
ん
だ
。
マ
イ
ナ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
で
捉
え

が
ち
な
老
後
も
、
本
人
次
第
で
楽
し
く
す
て
き

な
も
の
に
な
る
。

　

福
井
町
の
も
の
づ
く
り
グ
ル
ー
プ「
悠
遊
会
」

は
、
会
社
勤
め
な
ど
を
退
い
た
方
が
公
民
館
に

集
ま
り
、
地
元
の
特
産
・
竹
な
ど
を
使
っ
た
も

の
づ
く
り
を
通
じ
て
、
充
実
し
た
日
々
を
過
ご

し
て
い
る
。
ま
た
、
地
元
小
学
校
と
交
流
し
、

子
ど
も
の
地
元
愛
を
醸
成
す
る
こ
と
に
一
役
買

っ
て
い
る
。

　

竹
の
産
地
・
福
井
町
は
、
か
つ
て
は
タ
ケ
ノ

コ
の
出
荷
や
竹
ぼ
う
き
の
製
造
が
町
の
主
要
な

産
業
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
少
子
高
齢
化
や
人

口
の
都
市
部
へ
の
流
出
な
ど
で
竹
産
業
に
従
事

す
る
人
も
少
な
く
な
っ
た
。
悠
遊
会
の
皆
さ
ん

は
、
竹
の
産
地
な
ら
で
は
の
技
術
や
文
化
の
一

端
で
も
こ
れ
か
ら
の
若
い
世
代
に
伝
え
た
い
と
、

■
発
行
／
平
成
30年

（
2018年

）
2月
1日
　【
715号

】
■
編
集
／
阿
南
市
企
画
部
秘
書
広
報
課
　
〒
774 -8501 阿

南
市
富
岡
町
ト
ノ
町
12番

地
3　
☎
0884-22-1110　

e-m
ail : hisho@

anan.i-tokushim
a.jp

■
印
刷
／
米
崎
印
刷
株
式
会
社

広
報

阿南ぶらりまち紀行
ふるさと「阿南市」のすばらしい魅力を再発見！

〜地域の輝き〜 第139回

福
井
公
民
館
や
地
元
の
団
体
と
連
携
し
、
積
極

的
に
地
元
の
子
ど
も
と
交
流
を
図
っ
て
い
る
。

　

催
し
で
は
、
少
し
で
も
竹
や
地
元
で
採
れ
た

も
の
に
触
れ
て
も
ら
う
よ
う
工
夫
を
凝
ら
す
。

「
竹
で
ご
飯
を
炊
こ
う
」
で
は
、
竹
を
飯
ご
う

に
見
立
て
て
、
ブ
ロ
ッ
ク
を
組
ん
だ
か
ま
ど
で

米
を
炊
く
。
炊
い
た
ご
飯
を
食
す
る
器
も
竹
を

割
っ
て
作
っ
た
。
子
ど
も
は
竹
で
ご
飯
が
炊
け

る
こ
と
に
び
っ
く
り
し
て
い
る
よ
う
す
。
ま
た
、

年
末
の
「
ミ
ニ
門
松
作
り
」
は
、
孟
宗
竹
や
大

名
竹
、
町
の
山
で
採
っ
た
松
や
セ
ン
リ
ョ
ウ
な

ど
で
門
松
を
作
る
。
ほ
か
に
も
、
竹
で
人
形
を

作
っ
た
り
、
竹
炭
で
花
瓶
を
作
っ
た
り
と
竹
の

技
術
・
文
化
を
楽
し
く
交
流
し
な
が
ら
継
承
し

て
い
る
。交
流
の
環
は
町
内
に
と
ど
ま
ら
ず「
阿

南
市
こ
ど
も
会
」
へ
と
広
が
っ
て
い
る
。

　
「
一
緒
に
門
松
を
作
っ
た
子
ど
も
か
ら
お
礼

の
年
賀
状
が
届
い
た
ん
で
す
よ
」
と
う
れ
し
そ

う
に
話
す
の
は
、
会
長
の
黒
川
勝
典
さ
ん
（
70

歳
）。「
次
の
世
代
を
担
う
子
ど
も
の
地
域
を
愛

す
る
心
を
育
て
る
こ
と
が
、
私
た
ち
の
生
き
方

で
す
」
と
熱
く
語
る
。
わ
い
わ
い
と
冗
談
を
言

い
合
い
な
が
ら
活
動
す
る
悠
遊
会
の
皆
さ
ん
が

輝
い
て
見
え
た
。

門松の作り方を教える

竹を使ってご飯を炊こう

羽子板など昔の遊びで交流

地元の子どもと竹人形づくり

悠遊会（福井町）

広報あ な ん 2018.02　24


